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巻頭言 

エントロピー 

保 坂 幸 宏 

エントロピーとは系が自然に変化している時には，系は乱雑さの度合いの大きい状態に移って行 

くと，熱力学第二法則にはある。この法則は何も自然現象のみに当てはまるのではなくて，人類 

我々の社会もこの法則に従っていることを最近強く感じている。 

1986年世界に先駆けて，松下電産が対角3 ”の液晶ディスプレイ（LCD）を工業化した。そ 
の後，日本の総ての電気メーカー，部品メーカー，時計メーカーがこの分野に参画した。この3 " 
のLCDの中に，当初30万個余りのトランジスターを無欠陥で作るジャイアントエレクトロニク 

スの製造技術は，日本人にしか達成し得ないのではないかと考えられていた。3”が’95年には 
10.4 " , '97年15 ノソ ，'99年18ル ，'02年40”のLCDまで製造することがロ」能となった。その期間 
僅か15年。面積に反比例する投資額の大きさから，残念乍らH本製造メーカーがシュリンクし， 

韓国，台湾メーカーが巨大投資を実行するようになり，LCD製造技術が日本から早くも韓［kI，台 

湾に移転した。言語は技術発生地に依存するようで，韓国の液品技術者のほぽ100％の人が日本語 

を話し，技術移転が韓国より遅れた台湾でも，口本語を話せる技術者が年々増加してきている。 
1970年社会人になった当初，外国へ仕事で行くことは全く想定していなかった。しかし，液晶 

ディスプレーの有機材料をテーマにした頃より外国へ行く機会が増え，今や毎月数回は韓国，台湾， 

中国へ国内出張と同じ感覚で出かけている。昨年，成田から出発して韓国に行き，一泊して関空に 

戻り，奈良で仕事をした後，顧客と会食し，翌H関空から今度は台湾に飛んだ。成田一台北間僅か 
3時間のフライトである。今年8月から東芝松下ディスプレーがシンガポール工場を立ちLげる。 
成田から約7時間のフライトでシンガポールに到着するので，距離的には米国西海岸からボストン 
問に相当する。 

2000年日本からの海外渡航者数は過去最高の1782万人に達したという。この数は今後とも益々 

増加の一途を辿るだろう。経済，上業生産が拡大し，日本企業で外国企業と繋がりのない企業はあ 

り得ないだろう。人が行き来し，H本人が外国の地にまた外人が口本の土地に住む機会も減ること 
はあるまい。40過ぎの独身の部ドを3年前台湾駐在にした。半年も経たないうちに，台湾女性を 

見初め，一女の父親になった。異国に住む人が多くなるほど血が混じり合う機会が増え，歩みは遅 

いが，着実に人類そのものが均質化の方向を辿っていると言えるだろう。次のミレニアムには少な 

くとも日本，韓国，台湾,中国はEUと同じ経済圏を作っているであろうし，国体をーつにしてい 

る可能性もあり得るのではないかと想像する。この大きな，ゆっくりとした動きは止まることなく 

進手」し，正にエントロピー増大と理解できる。それが自然だからである。 

先月，今はやりのBookOff へ行った。なにげなく書架を見ていたところ“エントロピーの法則】 
21世紀文明観の基礎’’ジェレシー・リフキン著竹内均訳があった。すぐ買い求めたことは言うま 

でもない。世の動きをエントロピーで論じた人が既にいたことを知って，無謀な考えではないこと 
にほっと安堵した。 

J SR（株）ディスプレイ材市［事業部長，本会理事（昭和43年応用化学科卒 新制18回） 
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応用化学科創立85周年並びに応用化学会80周年記念行事 

平成14年5月16日（木），応用化学科創立 

85周年並びに応用化学会80周年の記念行事が 

大隈会館及びリーガロイヤルホテルにて挙行さ 

れました。式典には，竜田邦明学科主任の司会 

のもと，棚橋糸屯一会長からご挨拶をいただき， 

豊倉賢名誉教授，土田英俊名誉教授，宇佐美昭 

次名誉教授の3名が功労者として表彰されまし 

た 

そのあと来賓祝辞として豊倉名誉教授より挨 

拶があり，早稲田大学応用化学の進むべき姿勢 

を親しみを込めて語っていただきました。 

記念講演会は今までとは趣向を変えて応化の 3 .来賓 

新進気鋭の30代の先生方4 名に「若手教員21

世紀の化学を語る」と題した講演をお願いしま 

した。いずれもこれからの応用化学科を担って ＠記念講 

いただく方として抱負を熱っぽく語っていただ 演題 

きました。 

「若手教員の講演会を是非聴講したいのだが， 

仕事等の関係で出席できず残念」 というハガキ 

を多数いただきました。本報に要旨を載せてあ 

ります。さらに詳しいことをお知りになりたい 

方は講演者に直接メール等でお間い合わせ下さ ⑨祝賀会 

い0

この後，会場を隣接のリーガロイヤルホテル 

ダイヤモンドホールに移し，祝賀会が催されま 

した。司会は菅原義之教授にお願いし,お忙し 

い中をご出席頂いた長谷川吉弘副会長,多田愈 

化学科教授,加藤忠蔵名誉教授からご祝辞をい 

ただき，中岡敏雄元理事の乾杯でスタートをい 

たしました。和やかな雰囲気の祝宴も，いつの 

間にか時間も過ぎてしまい，恒例のエール，校 

歌斉唱の後，倉持誠新理事より早稲田応用化学 

のさらなる飛躍を期待される力強いご挨拶をい 

ただき,午後8時笑顔の中で散会となりまし 

た。 

式 次 第 

⑥記念式典】16:30'- 16 :50

司会 竜田邦明 

1．応用化学科創立85周年並びに応用化学会 

80周年を記念して 

応用化学会 会長 棚橋純一 

2．功労者表彰 

豊倉 賢 殿 

Ii田英俊 殿 

宇佐美昭次殿 

3 .来賓祝辞 

早稲田大学名誉教授 豊倉 賢 

＠記念講演会】16 】 50 ----18 】15

演題「若手教員21世紀の化学を語る」 

武岡真司 助教授 

本間敬之 助教授 

常田 聡 助教授 

小堀 深 専任講師 

司会 菅原義之 

1．祝賀の挨拶 応用化学会副会長 長谷川吉弘 

2．来賓挨拶 化学科教授 多田 愈 

3．会員代表挨拶 名誉教授 加藤忠蔵 

4 ，乾杯 元理事 中岡敏雄 

5．校歌斉唱，ェール 

6 結びの挨拶 理事 倉持 誠 倉持 誠 理事 
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応用化学科創立85周年並びに応用化学会創立80周年を記念して 

早稲田応用化学会会長 棚 橋 純 一 

ただ今，ご紹介頂きました棚橋でございます。 

たしか，このような記念会が開かれましたのはち 

ょうど4年前でございまして,本来ですと5年毎 

の会なのですけれども理工学部の90周年と重なっ 

てしまうということで前回の応用化学科創立80周 

年，応用化学会75周年の記念会は1年ずらして記 

念会を行ったことを覚えております。丁度私はそ 

の記念会の前の総会で会長になったばかりでいき 

なり挨拶をさせられました。今日この記念会でご 

挨拶させて頂くのが2 回日になりますので大変光 

栄であり，本当に嬉しい次第でございます。皆様方もお忙しい中，お集まりいただきまして本当に 

ありがとうございました。あらためてお話することも無いと思いますけれども応用化学科の創立と 

いうのは大正6年，1917年9月であり，今日で84年8 ケ月。応用化学会は大正12年，1923年5月 

で，丁度79年ということになります。設立に約6年の隔たりはありますが，数十年前から応用化 

学科と応用化学会は一心同体ということで，5年を隔てた形で一緒に創立を祝うということになっ 

ています。本日もその習慣に則り応用化学科創立85周年，応用化学会創立80周年という記念会を 

このように開催させていただいたわけでございます。 

創立以来応用化学科は6000名を超える卒業生を世に送り出し，従ってその卒業生の集まりであ 

る応用化学会も延べ6000名を抱えることになります。その卒業生は化学のみならず色々な分野で 

活躍されております。今日まで応用化学科と応用化学会は大変仲の良いパートナーとしてやってま 

いりました。これからも益々その仲の良さの維持に努めて行きたいと思っております。 

応用化学は文字通り化学を勉強するところでありますが，化学という分野そのものもこの85年 

の間に其の範囲はどんどん広がり，未来技術の開発に不可欠な新素材の開発，生命工学を含んだバ 

イオテクノロジー，さらには環境保全技術へとますます大きく展開しています。卒業生の方達も昭 

和40年頃までは今の本部の6号館（当時9 号館と云われた）で勉学されたわけであり，学舎のー 

つとっても年代によって替わっているのであります。 

最近は学問の中身も変わり，学部，学校の枠を越えた生命理工専攻の制度も出来ました。この生 

命理工専攻には竜田教授そして清水教授が関わっておられます。また，文部科学省によるCOE, 

中核的研究拠点というのがありまして，これに早稲田大学のナノテクノロジーの研究が選ばれまし 

た。これは早稲田大学でロ仕・今まで選ばれたものだそうでございまして，材料，バイオ，物性，ケ 

ミカルという枠をまたがる研究であり，ケミカルグループとして応用化学から逢坂教授，西出教授, 

黒田教授が参加されておられます。実態につきましては「世界水準の研究グループ，施設，支援体 

制」を条件に，人文社会系，理工系，医学，生物系から毎年各1 --2 件ずつの研究拠点を選定し， 

5年間で，最高15億円を交付するというものです。実はこのナノテクノロジーの研究所も早稲田 

実業が中央線の先の方に移転しました後,現在その旧舎の中に新しく創られています。 

文部科学省の審査に通るということは私学としてなかなか大変だということを聴いております 

が，早稲田大学は無事にこの難関を乗り越え，しかも応用化学科が深い関わりを持つということは 

大変喜ばしい成果だと思います。このように21世紀に不可欠な新しい科学技術を積極的に取り入 

れることにより応用化学の範囲がさらに広がって行くのではないかと私は思っております。 
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今日は私の話の後，これから将来に亘って応用化学科を背負って立って行かれる，4 人の若い先 

生方にご自分の研究と21世紀への抱負を語っていただく予定でございます。皆様方もきっと新し 

い息吹を応用化学の中に感じ，まさに85周年，80周年を記念するに最も相応しいお話が聞けるも 

のと私も期待しております。 

更にここで皆様に大変うれしいご報告がございます。現在応用化学科の主任教授をされています 

竜田教授がつい先ごろ，紫綬褒章をお受けになりました。その受賞は長年の有機合成化学の研究成 

果に対してであります。竜田先生の業績については皆さん勿論良くご承知のことと思います。昨年 

の総会でお話を伺ったわけですけれども，4大抗生物質の全合成に非常に努力されて，これに成功 

したということで，新聞などにも報道された通りでございます。そういうこともありまして，長年 

の有機合成化学の研究に対して紫綬褒章を受けられて大変お日出度いことでもあります。本当にお 

めでとうございます。 

話は変わってしまいますけれどつい最近のことですが，ある経済雑誌（ダイヤモンド社）に「役 

立つ大学」 のランキングが掲載されました。これは4000社を超える会社の人事部長ヘアンケート 

して，それを基に作られたものです。早稲田大学はこの1位に文系がランクされ，理系は4位にラ 

ンクされております。2位は京都大学の理系，3位は東京工業大学ということを考えると理系では 

3位ということになります。3位というのは日本全体で考えると大変な高いランクだと思いますが 

理系が文系よりも低いというのが何となく残念です。その雑誌では学校の創設の歴史というのが私 

学の場合，強く影響するのだそうで文系と理系の違いを作り出しているという様な説明がありまし 

た。私自身納得出来ないところがあります。ただここで問題となる“役に立つ’’とはどういう事か 

ということです。アンケートに回答した多くの人事部長の重視ポイントは，大学で身につけた専門 

知識よりも，「積極性」「責任感」「コミュニケーション能力」であり，それら能力が評価のポイン 

トになっているようでありまして確かに文系の方がヒに行くのかなあと，しかも奥島総長がその雑 

誌の巾で「地方出身者が集まって起こす摩擦熱」と言う言葉で表現するキャンパスの雰囲気によ 

って作られる部分も多いと, インタビューに答えられております。私も自分の学生時代を思い返 

して確かにそういうことはいえると思い当たる節があります。但し，そういう意味では物理的に離 

れた理工学部では‘寸他の学部とは違うかも知れません。しかしやはり理系の大学で身に付けた専 

門知識も役に立つ尺度として非常に大事ではないかと思います。 

当たり前ではありますが大学には教育という側而と研究という側面があります。我々企業人は常 

に良い人材，役に立つ人材を送り出してくれる大学に大いなる期待を持っているわけであり，今日 

ここにお集まりの皆様はまさにその代表的な顔ぶれではないかと思っております。是非この伝統を 

途切れさせることのないようにお願いいたします。 

また同じ雑誌の調査で早稲田の永遠のライバルといわれる慶応と早稲田の両方に合格した学生が 

どちらへ進んだかという調査結果が載っていました。結果は理工学部を含めすべての学部で両方合 

格した学生の内では慶応へ進学した学生が多いという調査結果でした。これは残念な結果であり， 

少なくとも理工学部だけでも両方に入った学生が多く選んでいただけるようになって欲しいと強く 

思っております。その為には我々卒業生も何か出来ることがあれば是非応援したいと思っています。 

記念式典にはあまり相応しくない取り止めのない話をいたしましたが，やはり歴史の長さから来 

る伝統にあぐらをかくことなく，常に新しい考えを模索して発展させて行くという精神が，まさに 

大学の校歌に歌われる進取の精神であり，早稲田精神の面目躍如というところではないかと思いま 

す 

これからも応用化学科教員皆様の益々のご発展とご活躍を祈念し，また本日ここにお集まりの皆 

様方の更なるご活躍とご健勝を祈念して私の話を締めくくらせていただきます。 

本日はおめでとうございました。 
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来賓挨拶 

早稲田大学名誉教授 豊 倉 賢 

只今ご紹介いただきました豊倉でございます。 

本日は先輩の名誉教授の先生が多数お見えいただ 

いておりまして，甚だ僧越ですがご指名いただきま 

したので応用化学科85周年，応用化学会80周年の 

お祝いの祝辞を述べさせていただきます。 

本日は応用化学科・応用化学会がそれぞれ85周 

年，80周年を迎えましておめでとうございます。ま 

た，この春の叙勲で先程棚橋会長からご紹介いただ 

きましたように応用化学科主任の竜田先生が紫綬褒 

章を受けられまして，本当におめでとうございます。 

早稲田大学応用化学科および応用化学会におきましては，棚橋会長がお話になりましたように5年 

毎に祝賀式典を開催していまして，これは過去を振り返り新しい時代に向かって激を飛ばして大い 

に発展しようというものです。今回の祝賀式典は21世紀初の節日の年に迎えたもので，この機に 

竜田先生が受賞されたことは慶賀の至りです。早稲田大学応用化学科の先生方や卒業生は棚橋会長 

が紹介されたレポートにもありましたように非常に活躍されており，社会から高い評価を受けてお 

りまして，学科・応化会とも21世紀に益々発展していくものと確信しています。 

私ごとで恐縮ですが，私は昭和28年に早稲田大学応用化学科に人学いたしました。当初は私自 

身早稲田大学応用化学科についてほとんど知らなかったのですが，以降50年問早稲田マンとして 

仕事をさせていただきながらいろいろ学びました。この間，学会の役員を仰せつかり，また大学の 

お許しをいただいて海外出張を重ねまして，国内外の研究者，技術者と親しく討議し，交流を重ね 

まして，欧米に比べた日本の後進性に気付くと同時に，先進国の学問・文化を自山に学びその発展 

に挑戦するのに，早稲田大学応用化学科はすばらしい大学だと理解するようになりました。 

日本のことは申しヒげるまでもなく，有史以来大陸文化の影響を受けて発展してきました。16

世紀には西欧文明が直接日本に入るようになり，明治以降は欧米に追いつき追い越せと，我々の先 

輩は真面日に真剣に努力を重ねて欧米の学間を学び，技術を理解してそのLに新しい工夫を加えて 

すばらしい新技術を生み出してきました。しかも，最近まで日本の人件費は欧米先進国に比較して 

低かったという事が加わりまして，一時期口本製品は世界の市場で歓迎されてきたことはご存知の 

通りでございます。しかし，その後日本の人件費がLがり，またアジア諸国の生産技術が急速にレ 

ベルアップして来まして，H本の産業界・経済界は深刻な不況に見廻れ，今も続いています。この 

ような状況を打開するために，最近では独創的なアイデアのある個性豊かな人材の発掘とその人達 

の活躍に対する期待が各方面に広がってきました。そこで,今の社会が求める個性のある人材につ 

いて考えてみますと，それは自分の周囲の事について，人の意見を冷静に聞いた上で自分の判断で 

最も妥当と考える姿を想定し，その構成や変化に対する独創的な思想を創生出来る人物で，この思 

想に基いて建設的な提案と活動を行い，人々の期待する新しい物質の創生や社会・組織を構築を出 

来る人と思います。 

私，早稲田大学に入学して最初に深い感銘受けたのは,卒業生の皆様がよく御存知の村井資長先 

生から受けました初講義でした。そこで先生は，新入生に大学での勉学が高校のそれとどのように 

異なるか，また応用化学科で勉学する時その学間の世界における位置づけを考え，自分が学び・研 

究した成果は世界の水準に絶対遅れを取ってはならないこと，また口本の学問のレベルを世界の 
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トップの水準に保持するのは大学で研究に携わる者の責務であることなどを述べられました。私が 

2年次生の時だったと思いますが，応用化学科の大先輩で，東京工業大学教授の神原周先生がア 

メリカ留学から戻られまして，当時の21号館・語学大教室で応用化学科の全学生を対象に特別講 

義がありました。この時先生はアメリカの研究室で実際に経験された事，またアメリカの生活がど 

のようなものであるかをお話いただきまして,今と異なり海外の情報の乏しかった時代の貴重なご 

講演は私たち学生にすばらしい刺激を与えて下さいました。大学院で直接ご指導ドさいました恩師 

の城塚先生からは，“ともかく欧米で評価されるドクター論文を書きなさい。” “論文を書いたら 

それを持って欧米の研究室に留学しなさい。”そして“様々な評価に堪えられるような研究の進め 

方を身につけて帰ってきなさい。’’等懇切丁寧なご指導をいただきました。今から思いますと，早 

稲田大学では“世界で評価されるオリジナルな研究をしなければならない事”と‘‘それを如何に研 

究するか”を教育していただいたと感じています。今から20年くらい前の話ですが，私，現在の 

化学工学会の前身であります化学工学協会で庶務担当理事をしておりました時，当時の協会の会長 

をされておられました東京大学教授の先生と，先生の研究室で化学工学の研究について話し合った 

ことが在ります。その時会長先生は，“国立大学は，国の利益を考え，政府の要望に応える研究を 

優先的に行わねばならない責務がある。そのため，真に学間の発展に必要なテーマを設定し，じっ 

くり研究を続けて納得のいく成果をヒげることは甲,稲田大学のように自由で独創的な研究を行う環 

境の整った私立大学でないと出来ませんね’’と言われたことが有りました。 

日本の将来の発展を考えた時，工業立国を期待する人は多いと思います。そのためにはオリジナ 

ルな価値ある技術を日本で開発することが不可欠です。オリジナルな技術の開発には新しい製品に 

対するニーズを的確に捉え，その生産に有効な技術を開発をすることが必要です。それと同時に新 

しい製品を生産する新技術の開発を支える新しい理論を構築することが重要です。早稲田大学応用 

化学科は先程申し上げましたように，オリジナルな研究を行うことの出来る多数の研究者・技術者 

を育成し，多くの研究成果をEげてきました。このような活動をする応用化学科に対する産業界の 

期待は高まっており，21世紀の益々の発展を祈念して，私の祝辞とさせていただきます。 
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記念講演会一若手教員21世紀の化学を語る 

分子集合制御による人上血液のアプローチ 

応用化学科助教授 武 岡 真 司 

21世紀の化学を語るなど，駆出しの私にはとうていできそうにないが，人工血 

液の研究を10年以上続け工学・医学の狭間で葛藤している毎日の中で考えている 

ことが幾つかあるので，私なりにまとめてみたい。私は土田英俊名誉教授，西出 

宏之教授の指導の元で人工血液の研究を継続してきた。高分子化学研究室は，高 

分子錯体の領域では世界屈指の先導的存在であり，その出口として両親媒性ヘム 

誘導体を分子集合系に組込み，世界で始めて生理条件下で安定な酸素錯体を実現， 

何人もの優秀な人材を学界・産業界に輩出してきた。私の研究課題主流とは少し 

外れたリン脂質などの両親媒性分子の集合体の重合であった。学部4年時に，重 

合性と非重合性の混合リン脂質小胞体の相分離構造を利用して，数百ナノメート 

ルの中空状球体に数ナノから数十ナノメートルの孔を自在に開けることができたが，その歓喜の10倍 

ほど再現に苦しんだ。当時からお世話になっている大野弘幸農工大教授には心より感謝している。し 

かし，現在のナノテク花盛りの一昔前では面白いとは言われても何に使えるのか検討が付かず，終息 

してしまった。その後，繊維状，リボン状，らせん状,シート状，網状など多種多様な集合体を，リン脂 

質，糖脂質，PEG脂質，アミノ脂質，タンパク質などを用いたナノスケール制御により構築できる様に 

なった。分子集合制御といっても，ピンセットで一分子ずつ並べる訳ではない。分子構造とそれに由 

来する2次的相If.作用力を溶液条件の厳密な制御により分子を操り，自発的に集合させて形成するの 

である。例えば，人工赤血球では，その要は40wt％の高濃度Hb分子をリン脂質二分子膜にて包み込む 

ことだが，これだけの研究に10年間を費やした。脂質類の合成，タンパク質の高純度大量精製，酸 

素／一酸化炭素／水素の利用，光反応，電気分解，限外ろ過膜，ガス交換膜，高圧装置の試作など，必要 

に迫られ何でも貧欲に試して多くの高分子化学専攻の学生を苦しめた。この程5リットル規模の人工 

赤血球の製造装置が完成し，動物試験も多数の医学部と企業などで行われ厳密な評価が進んでいる。 

我々の人工赤血球のアプローチは，ヘモグロビンが赤血球の様に袋に包み込まれている生理的な意義 

の学術的証明である。そして，これが臨床応用されれば，出血時の輸血代替のみならず，梗塞，脳溢 

血，癌などの治療，組織・臓器培養（再生医工学），酸素代謝（老化）や脳機能の解明など，その波及 

効果は大きい。また，生体投与可能な低分子や高分子の集合体は高機能の薬物（生理活性分子，タン 

パク質，遺伝子）の運搬体として，医療に必ずや役立つものと確信している。なぜなら，遺伝子情報 

やその意味，そして蛋白質の構造や機能がいくら解明されても，それを役立てる工学的手法にはこれ 

らは不可欠であるからだ。 

さて，21世紀になって益々重要と思うのは，研究者の高度教育と知的に高度な社会の実現である。 

これは当たり前のことかもしれないが，研究者個人の創造的な研究活動が科学的に実証し再現できる 

研究成果として文書化され，知的財産として尊重され正当な評価（報酬）を受けつつ人類共通の財産 

として還元されなければならない。そのためには，研究者はそれなりの知識と能力が必要であるし， 

社会制度自体，即ちそれに携わっている人間自身が高い知的レベルでなければならず，そのような教 

育を受けた人間が構成する近未来では，化学を芯としてライフサイエンスとナノテクノロジーが融合 

し，生物，物理，医学，医療，人間学（肉体，精神，思考の能力を相互高め正常に保つ学問）などが 

複合した新しい学問体系になっているのではないだろうか。恐らく，30代どころか，40,加代になっ 

ても深く広く様々な分野を勉強し続けないと就けない高度な知的ポストが沢山あり，そのような人材 

を養成する超高等教育機関が存在する時代が来るのではないか，と思う。 
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記念講演会一若手教員21世紀の化学を語る 

ナノデバイス・システム形成のための電気化学プロセス 

応用化学科助教授 本 間 敬 之 

一 私は表面化学と電気化学をバックグラウンドに，固液界面で起こるさまざまな 

~ 反応プロセスの解明や それを利用した，高い機能を発現する微小デバイスやン 

， ー 一』 ステムの形成について研究を進めています。この分野ではより高い機能の実現が 

'｛ー ンーr 絶え間なく要求されていますが，そこには「表面への機能の集積化」という流れ 

ー を明確にみることができます。真空管や抵抗器をバラック基板に配線するところ 

から始まった電子回路も，個別部品の集積化や基板の多層化，さらに実装の高密 

度化により，部品と基板の区別がはっきりしなくなり，全体がひとつのデバイス 

となる方向にあります。 

その・方で，環境に対する配慮という面も一層重要性を増しており，プロセス 

はもちろん，使用する材料そのもののレベルから環境適合性が厳しく問われるようになっています。 

ULSIなど極微細構造形成の分野では，既に表面プロセスが中心となっていますが，スパッタ法や蒸着 

法などの物理的手法を用いる従来の方法は，基本的に「全面に析出させてから不要部分を除去する」と 

いう考え方でプロセス設計がなされているため，多くの無駄を生じています。これに対し，表面微細領 

域の化学的性質をうまく制御できれば，必要な場所にだけ必要なものを形成することが可能となる訳で， 

こちらの方が望ましいことは言うまでもありません。このような流れにあって，「原子や分子の性質や 

ふるまいをよく知っていて，それを使いこなすことができる」，という化学専攻者の活躍の場は，ます 

ます広がりつつあるといえます。 

実際，電析法や無電解法に代表される電気化学プロセスは，従来から，ハードディスクドライブに使 

われている薄膜磁気ヘッド素子や，回路実装を始めとしたエレクトロニクス分野に多用されていました 

が，さらに近年ではULSI 素子内の0.1 ,i mオーダーの極微細配線の形成に適用されたのをはじめ，21世 

紀の微小構造形成プロセスの基幹となることが期待されています。 

この手法を用い，現在，我々も新たな分野への挑戦を行っています。例えば，ブラックホールや超新 

星などの天体が発する極めて微弱なx線を捉えて高分解能で画像化するための，高感度x線マイクロカ 

ロリメーターアレイや，抗原抗体反応を利用した高感度の検査や高精度の合成などを行うための三次元 

型微小櫛歯電極構造をもつマイクロリアクターの形成，さらに軌道放射光を用いた固液界面反応のin

S辻U（その場）解析などを，国内外の研究者と共同しながら試みています。 

一方，固液界面の反応プロセスには未だ不明な点も多く，これまでのところは試行錯誤的なアプロー 

チが中心となっている点も否めません。従って，より精密な制御を実現するには，反応メカニズムの十 

分な理解と,それに基づく原子・分子レベルからの反応設計が必要となってきます。これは，特に析出 

がすべて化学反応系によっている無電解析出プロセスについて大きな課題となっています。無電解反応 

メカニズムを明らかにしようとする試みは，従来より主に実験的アプローチから行われてきましたが， 

我々は非経験的分子軌道法を使い，素過程レベルからの理論的反応解析に取り組んでいます。そして， 

これまで経験的に知られていた様々な因子を定量的に評価することができる体系づくりを進めていま 

す。この分野にはこれまで膨大なノウハウが蓄積されていますので，これを整理できれば，所望の機能 

を発現するような系を得るための反応設計も自在にできるようになるのではないかと考えています。 

以上のように，化学反応プロセスによる微小構造やデバイス, システムの精密形成技術は，今後ます 

ますその重要性が高まっていくことが予想されます。21世紀は，「素材の持ち味」を知り尽くした化学 

者が，存分に腕を振るえる時代になると期待しています。 

一
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―記念講演会ー若手教員21世紀の化学を語る 

複雑系生物プロセスへの化学工学的取り組み 
応用化学科助教授 常 田 聡 

[21世紀の化学を語る」 という演題を与えられましたが，残念ながら私には 

21世紀の化学を語ることのできる知識も能力もありませんので，今回の講演 

では，私が当面取り組むつもりの研究謀題をご紹介することにします。 

私は化学工学部門に所属しておりますので，まずは化学工学という学問の 

将来像について私見を述べたいと思います。私は学生時代に，「化学工学の本 

質は複雑化した知識を構造化するフレームワーク」であると習いました。全 

国の大学から化学工学科という名前が消えつつある現在，化学工学の時代は 

終わったという声さえ聞かれますが，私は決してそうではないと信じていま 

す。20世紀の化学工学の役割が「化学工業プロセスに関する知識の構造化」 

であるとすると，21世紀の化学工学の役割は「〇〇〇プロセスに関する知識の構造化」であり， 

対象となるプロセスは無限にあると考えます。 

私の場合は，排水処理プロセス，特に産業廃水処理を当面の研究課題として選びました。理由は 

簡単で，化学工学が手がけてきた化学工業プロセスの後始末は化学工学者が取り組むべきだと思っ 

たからです。また，排水処理技術の中で使われる「生物膜」 というものに特に着目しました。平田 

彰先生が生物膜について研究されている様子を見て，その複雑さゆえに研究対象として大いに魅力 

を感じたからです。 

生物膜とは，微生物が固体表面に付着し，増殖することによって形成される膜状の微生物集合体 

のことです。我々の身の回りでも，川底の石の表面，船底や排水管内面，浄化槽のフィルターなど 

に見られます。増殖速度の遅い有用微生物でも生物膜という形態であれば反応槽に保持できるので， 

排水処理プロセスに有効です。ところが，生物膜内では場所ごとに基質や酸素の濃度が異なるため， 

各微生物が最も棲み心地のよい部位に棲息する「棲み分け現象」が起こり，生物反応の制御が非常 

に難しいと言われてきました。私は，「生物膜内のどこにどんな微生物がどのくらい存在している 

のか」 を明確にして，排水処理プロセスを安定化させるあるいは処理効率の向上につなげたいと思 

いました。そして，この願望を叶えてくれるツールとして分子生物学的手法に着目しました。この 

手法では，微生物のもつ遺伝子群をターゲットにして生物膜の中を覗くことができます。例えば 

FISH法という分子生物学的手法を使うことにより，生物膜の内部に存在するターゲット微生物を 

蛍光染色することができます。さらに，蛍光顕微鏡で得られた画像をコンピューターに取り込み画 

像解析を行えば，「どこにどんな微生物がどのくらい存在しているのか」が数値化できます。あと 

は移動速度論・生物反応工学でよく使われるモデル式を立ててシミュレーションを行えば，生物膜 

内の微生物の空間分布を時系列的に追っていくことができ，生物膜を用いた排水処理プロセスの制 

御が可能になります。 

将来は，排水処理プロセス以外の複雑系生物プロセス，例えば湖沼や沿岸部の水圏生態系の保全 

技術，汚染土壌の浄化技術（いわゆるバイオレメディエーション）などに取り組むことも視野に人 

れています。このような環境技術への取り組みは，研究対象がリアクターからフィールドに広がる 

ことを意味し，化学工学の更なる進化につながることが期待されます。 

詳しい研究内容や業績についてお知りになりたい方は以ドのホームページをご覧下さい。 

httpノ/classes.web.waseda.ac.jp/z-stsunedaol/indexj.html
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記念講演会 若手教員21世紀の化学を語る 

21世紀の化学の視点 
応用化学科専任講師 小 堀 深 

警 温故知新を念頭に置いて21世紀の化学を語ってみたい。そこで，昭和49年 

舞舞（1974年）4月1日に発行された早稲田大学応用化学半世紀の回顧という本を 

棚から取り出してみることにした。この本は早稲田大学応用化学会創立50周 

年記念事業のーつとして出版されたもので,大正6年（1917年）創設の応用 

化学科の歴史が詳細に述べられている。この62項からなる本の中で最も印象 

j、 、 に残ったのは巻頭言だった。当時の早稲田応用化学会会長，棚橋幹一先輩が 

~二~執筆されたものだ。ここで棚橋先輩は「わが国の化学工業界の現状をみると． 

~工~ある面では戦後最大の転機に立っていると考えられます。戦後のめざましい 

―技術開発に支えられ，その生産力において世界第二位の地位を達成しました 

が，その生産第一主義ならびに輸出振興という至上命題も，最近では福祉優先，国際協調という歴 

史的流れの前に方向転換を余儀なくされています。」と述べられている。現在でも全く同じことが 

言われていることは注目に値すべきことである。まさに21世紀が始まった今のことを表している 

ようだ。約30年前に言われたことが今でも通じる。これは，化学工業が当時から進んでいないと 

いうことだろうか。いや，化学工業はこの数十年間目覚ましい発展を遂げているはずである。しか 

し，時が経つごとに新たな問題が起こってくるため同じ問題点が続いているのだろう。 

現在の化学分野におけるキーワードは「ナノテクノロジー」「生命・生物1_学」「医用工学」等で 

ある。これらはいずれも非常に小さなスケールで物質を観察することに特徴を持つと言えるが，同 

時にマクロスケールの視点を持つことが分析や解析結果に有用であるように思われる。つまり「細 

かくて大まかな化学」である。この現代の化学の特徴は実は数十年前からその考え方があった。私 

が研究手法として用いている数値解析法がそうである。数値解析法とは，解析的に解けない数学問 

題を対象としたもので，近年のコンピュータの発達により非常に有力な解析手段となっているもの 

である。今まで不可能だった微小なパラメータをこの手法により考慮できるようになった。このこ 

とはいわゆる 「細かい化学」 である。しかし， 一方でこの計算値はあくまでも許容誤差の範囲内で 

得られた近似解であることに注意しなければならない。これはいわゆる「大まかな化学」である。 

「細かくて大まかな化学」。これは，数値解析の分野でも昔から現在まで通ずることだと思われる。 

現在私はこの数値解析法を用いて人工臓器のーつである人工腎臓や人工肺内の流体の解析を行って 

いる。この解析により，より人間に優しい機器の設引を行っている。具体的には人L肺の場合，血 

液の流動状態を解析し，より血液が少なくて済み，より流れの淀みが少ない，最もガス交換効率の 

高いモジュールを提案している。この手法により，ものを試作することなく，パソコンの画面上で 

効率の良い機器を設計することができた。これは，開発時間の面からも開発費用の面からも効率が 

良いことが分かる。ここで用いた手法では，人工肺内部を微小領域で考え，そこにおける血液流れ 

をまず解析する細かい化学を行う。その後，血液の流れやすさの指標を得て，人工肺モジュール全 

体を解析する大まかな化学を行う。この手法により，実際に人工肺に血液を流した際に得られる 

データとほとんど一致する数値を得ることができる。これらには細かい検討と全体を把握する観察 

力が必要であった。 

以上のことから，今後も「細かい視点と大きな視野で問題を解決する化学」は重要な位置を占め 

ると思われる。私も広く物事を見て，深く研究を掘り下げていきたいと思う。 
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総 

プロジェクトマネジメント教育 

1.はじめに 

我が国ではじめてプロジェクトマネジメント 

学科が千葉工業大学に設置されたのは1997年 

である。以来，プロジェクトマネジメントに関 

する動きが続いている。エンジニアリング振興 

協会では，会員約1,ox）名を集めて日本プロジェ 

クトマネジメントフォーラム（JPMF）が立ち 

上げられている。これは，日本におけるPMI

(Pr可ect Management Institute）をH指して発 

足された団体であり，H本流のプロジェクトマ 

ネジメントの普及と発展をP2M (Program & 

Project Management for Enterprise Innovation) 

を標準化することを目指している。また，米国 

PMIの東京支部が設立され，米国の資格認証 

制度が日本においてもデファクトスタンダード 

として認知されつつある。 

プロジェクトマネジメントの普及には，既プ 

ロジェクト担当者に対する資格制度の充実も不 

可欠であるが，新たな人材需要を満足するため 

には，大学が高度職業人育成の場となって人材 

供給することも急務である。特定分野の専門性 

を高めるこれまでの学科を縦糸に喰えるなら 

ば，プロジェクトマネジメントは複数の専門分 

野を繋ぎ合わせることで有効となる横糸に喰え 

ることが出来る。したがって，ただ単にプロジ 

エクトマネジメントの知識を詰め込んだだけで 

は不十分であり，プロジェクトマネジメントに 

おける即戦力育成のためには,如何に自らの知 

識を活用して横糸として振舞うかを教授する必 

要がある。このため，筆者が所属するプロジェ 

千葉Ii業大学プロジェクトマネージメント学科，助教 
授 

（昭和51年応用化学科卒・新制26回） 

越 島 ― 

クトマネジメント学科でも種々の手法が試みら 

れている。本稿では，筆者が携わったプラント 

系プロジェクトに範を得て行っているプロジェ 

クトマネジメント教育の一端を紹介し，諸兄の 

ご批判・ご指導を賜りたく考える。 

2．プロジェクトマネジメントとは 

ここではプロジェクトを，米国流のプロジェ 

クトマネジメント知識を体系的に取り纏めた 

PMBOKlに従い以下と定義する。 

プロジェクト 】独自の成果物またはサービス 

を作り出すための一時的な努力2
プロジェクト・マネジメント 】ステークホル 

ダ-3のニーズとプロジェクトから 

期待される成果を達成またはそれ 

らに勝る成果を得るために行う知 

識，技術，ツール並びに技法の適 

用 

この定義にあるように，プロジェクトとは 

'‘独自”で“一時的”な活動である。従って， 

過去の事例に如何に精通していても，実働して 

いるプロジェクトがどのように進行し，どのよ 

うな成果を出すかを，経験だけから推し量るこ 

とは大変困難である。進行状況並びに成果の予 

測には，プロジェクトの実行を決定付ける項「」 

（クリティカル・アイテム）を如何にして事前 

に押さえるかにかかっている。つまり，技術 

（仕様，性能，品質），時間（期限，マイルスト 

ーン），コスト（総コスト，キャッシュフロー）, 

リソース（人，物）の計画と管理（監視，制御） 

を行うための機能（プロジェクト・エンジニア 

リング）が重要となる。このエンジニアリング 

を担うのは人間であり，具体的には次のチーム， 

メンバーとマネジャーがその任にあたっている。 

プロジェクト・チーム】プロジェクトを完了 
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する上で必要とされる仕事を成就 

するための組織 

プロジェクト・メンバー】プロジェクト成功 

のために不可欠な存在であり，各 

人キープレイヤー 

プロジェクト・マネジャー】チームのリーダー 

したがって，プロジェクトの成否は企業が保有 

している人的資源に大きく依存している。 

3.プロジェクトマネジメント教育 

3.1 従来型の教育プロセス 

如何にプロジェクト・マネジャー（PM）が 

如何に優秀であっても，PMただ一人でプロ 

ジェクト全般をカバーできるものではない。プ 

ロジェクトチームの編成では，PM直属のエン 

ジニアとしてプロジェクト・エンジニア（PE) 

を配置し，このプロジェクト・エンジニアの資 

質がプロジェクトの成否を左右するといっても 

過言ではない。他の技術専門部所属のエンジニ 

アがプロセス設計技術等の専門家であるよう 

に，プロジェクト・エンジニアはプロジェクト 

運営技術の専門家である。 

化学工学協会のアンケートでは，PEの具備 

すべき条件は表1であるとしている。表が示す 

ごとく,求められている条件は多岐にわたって 

いる。管理上の基礎知識として1, 2位でプロ 

ジェクト／コスト・マネージメントが求められ 

ることは当然ながら，対象をシステムとして捉 

えるシステムズ・エンジニアリングが挙がら 

れ，対象をシステムとして捉えることで，異な 

るプロジェクト対象にも柔軟に対応することが 

求められている。また，マネージメント能力並 

びに人格の1, 2 番目はPEがPMとなってい 

くための条件が，順位の3, 4 番目あたりに 

チームメンバーとして求められている資質が示 

されている。 

従来は，このようなプロジェクトの専門家を 

技術専門部からプロジェクト・チームへの派遣 

0JTで育成してきた。化学工学協会が作成した 

育成コース例では，PE育成に約10年間を要し 

ている。更にPEがPMとなるには，最低でも 

3 ないし4 プロジェクトを経験（約10から15

年）する必要がある。従って，資質にもよるが， 

PMとしてプロジェクト・チームのトップに立 

つには，少なくとも大学卒業後約20から25年 

を要することとなる。 

現在，終身雇用制度は過去のものとなり，企 

業に対する帰属意識は雇用者側も被雇用者側も 

大きく変化している。また，今日のタイムベー 

ス競争では，処理時間短縮が大変重要となって 

表1 プロジェクト・エンジニアの具備すべき条件（化学工学協会アンケートより） 

順位 技術上の 

基礎知識

1

％ 管理上の 

基礎知識

15 プロジェクト ・ 

％ マネージメント ％ 人格 ％ 

能カ

15 統率力 13 積極性 19

マネージメント 

2 機械工学 12 コスト‘ 12 判断力 12 協調性 17

エンジニアリング 

3 L業化学 10 システムズ・ 11 企画力 11 迅速性 12

計装工学 

4 電気Iソ学 9 PERT・CPM lo 折衝力 8 ねばり 11

材料L学 根‘陸 

社会的責任感 

5 外国語知識 8 インダストリアル・ 8 創造力 7 勤勉性 I0

エンジニアリング 説得力 

バリューー モチベーション能力 

アナリシス 

組織的思考力 

6 物理化学 7 オペレーションズ・ 7 表現力 7 社交性 9

上木化学 

建築王学 EDP

品質管理 

情報管理 

7 外国語会話 5 市場調査 4 事務処理能力 4

上業経営 
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きている。このため，企業内で新人教育に当て 

られる期間は限られ，即戦力として中途採用者 

が充当されるに至っている。したがって，20

から25年もの長期にわたるPM育成は大変困難 

な状況であるばかりでなく，育成手法として 

切Tを用いることも困難になりつつある。 

3.2 プロジェクト運営の専門家の養成 

このような状況に対して，筆者が所属する学 

科はプロジェクトマネジメントを専門として教 

育するために設立された国内初の学科である。 

つまり，その道の専門家がジェネラリストとして 

プロジェクトマネジャーとなるのではなく，当初 

からプロジェクト運営の専門家として育成する 

と共に，進路先でその分野における専門技術を 

吸収できるよう教育することを日的としている。 

学科内は，学生の進む方向に合わせて必須技 

術を学習しやすいように，次の3つのコースに 

分かれている。 

ビジネス創生コース】プロジェクト・ビジネ 

スのインキュべータを主として育 

成 

情報システム開発管理コース】IT系のシス 

テム開発の管理者を主として育成 

社会プロジェクトコース】プロジェクト対象 

を間わず，マルチ・プレーヤを主 

として育成 

社会プロジェクトコース1は対象分野を“微 

「i・柔硬・製創（つまりバイオから宇宙開発， 

ソフトウエアからハードウェア，製造からサー 

ビス，エンターテイメント）”と大変広く採っ 

ている。賢明な読者は，この社会にある問題す 

べてを対象とすることなど出来ないと指摘され 

るであろう。しかし，当コースでは， 

・プロジェクトマネジメントを自身の技術の 

核となる方法論として習得し， 

・プロジェクトマネジメントの視点に立って 

物事を理解でき， 

・プロジェクトマネジメントを適用できる能 

力を養うことが出来れば 

学生諸君は好奇心の赴くままに色々な分野を開 

拓していけると考えている。 

3.3 新しい学習スタイルの導人 

各教員が実プロジェクト経験から習得したノ 

ウハウを含めて，プロジェクトマネジメント手 

法等を実践的に教授するため，従来型の講義に 

加えて以ドの試みを行っている。 

A）ゲーミング型演習・実験】プロジェクト 

マネジメント手法の体得 

演習や実験ではチームを編成して，プ 

ロジェクトマネジメント手法をチーム 

内における役割分担や仕事の進め方に 

実践的に応用する。その過程で，講義 

で説明を受けた知識を具体的な行動に 

移せるよう熟成する。更に，チーム内 

で働くことで，チームプレーヤとして 

白律的に活動できるエンジニアを育成 

する。（詳細は次章） 

B）ケーススタディ型学習：問題解決能力 

の育成 

ケースメソドは，問題分析能力と解決方 

法を同時に習得するための優れた手法で 

ある。優れたプロジェクト・エンジニア 

となるには，問題解決能力の育成が欠か 

せない。ただし，学部学生にとって本格 

的なケースメソド5を適用することは難し 

い。このため，チーム編成とし，1つの課 

題に対して3週間をかけ，ストーリー性 

のある4つの課題を与えている。題材は 

A. Shtub著のProject Managementの第1

章から4章の章末の課題を使用している。 

この課題は，状況説明と設問で構成され 

ており，技術的な英文の理解方法の習得 

も合わせて行っている。各課題で必要と 

する手法は毎ターンの1回日に解説し， 

以降は学生の発表に対して講評を行うの 

みで，一切の講義，指導を行わない。学 

生に対しては， 3週間は1週ごとに以ド 

のマイルストーン達成を求めている。 

第1週】課題解説と作業内容（WBS), 

役割分担（OBS)，スケジュー 

ル（PERT）の設定 

第2 週】情報収集・前提条件設定と中 

間発表 

第3 週】検討プロセス並びに検討結果 

発表 

以上の試みでは，プロジェクトマネジメント 

手法適用の基礎となる不確定性低減のための作 
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業を繰り返すことで，以下を習慣化することも 

目的の・つである。 

可視化】制御の基本法則である“可観測可制御” 

はプロジェクトマネジメント＝制御 

でも適用される。したがって，作業 

と成果物を明記する必要がある。 

定量化I スケジュール管理はプロジェクトマネ 

ジメントの基本である。進捗状況は 

定量的に管理されねばならない。こ 

のため，作業対象とその成果物を出 

来る限り定量化する必要がある。 

網羅化 部品がーつでも足りなければ，最終成 

果物は構成出来ない。このため，1000

あるものは1000まで数え上げる必要 

がある。 

また，チームとして活動することで，プロ 

ジェクトエンジニアとして働くために必要な意 

識の形成も目指している。 

チーム意識】自分のためチーム，チームのため 

自分 

管理意識】管理する立場・管理される立場，管 

理する項日と方法 

自働意識】自助自働，自問白答 

4．ゲーミング型実験例 

筆者は化学工学出身であり，エンジニアリン 

グ企業にてプラント設引・運転・建設に従事し 

た経験を有している。この経験よりエッセンス 

を抽出して構成した， ミニプラントの建設・運 

転シミュレーション・パッケージを紹介する。 

なお,本シミュレーションはプラント建設を例 

としているが，シミュレーションで得られる知 

見は，例に囚われる物ではなく，解いているプ 

ロセスより得られ，結果としてどのようなプロ 

ジェクトでも適用可能であると考えている。 

図1 ミニプラント全体写真 

表2 実験スケジュール 

週 フー―マ 内容 使用ッ―ル 

1週 オリエンテーション 実験の位置づけを小し，チームを形成する。 Team Building

Meeting

2 週 バーッ洗い出 し 必要となるパーッ，工具を調査し，見積依頼を作成す 

る。 

Product

Database

3 週 見積評価とスケジュ 

ーリング 

部晶メーカの見積評価並びに納期から建設スケジュール 

を作成する。 

PERT

4 週 建設シミュレーショ 

ン 

机上で作成スケジュールに従い，建設シミュレーション 

を行う。 

Work order

5
6
 

週

週

 

試運転要領作成 試運転のための運転マニュアルを作成する。 Petri-net

7週 配管設計作業 一部配管の配管設計を行う。 3D CAD

8週 配管製作 一部配管を塩ビ部材で製作する。 

9週 

10 ii

組立 ゲームルールに従い，プラント組立を行う。 Punch-list

11 jii コミッショニング 運転のための準備（洗浄，制御系チエックその他），試運転 

（スタートアップ，定常運転，シャットダウン）を行う。 

Communication

Method

12 3 自動制御 プラント自動連転を行う。 System Dynamics

13 i11 総括 全体を通した講評を行い，成績を決定 Check-list

14.15辺 」はコンテインジエンシーとしてリザーブ 
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ミニプラント（図1参照）は，実機プラント 

の持つ機能と部品をlm x 2 mのモデルで模 

擬しており，槽，回転機（ポンプ），配管，保 

安機器，制御機器並びに制御コンピュータによ 

って構成されている。このミニプラントを題材 

として，プラントの設計・建設・運転をシミュ 

レーションする。ミニプラントは，このシミユ 

レーションを経てバラバラな状態から運転でき 

る状態まで建設され，次に運転されることとな 

る 

全体スケジュールを表2 に，シミュレーショ 

ンの流れを実務に合わせて図2 に示す。6

このシミュレーションによって，講義により 

個別知識として習得したプロジェクトマネジメ 

ント手法（特に図3の〇が付いた手法）をプ 

Performanceo

Requirements
―→ PIDS

0

Construction
Schedule

ロジェクトマネジメント・プロセスとして習得 

することが可能である。また，チームが作成し 

た図書（建設スケジュール等）は，チームを2

分してクライアント役，ェンジニアリング会社 

役を決め，他チームの図書をクライアントとし 

てチェックし，自チームの図書をエンジニアリ 

ング会社として説明することが求められてい 

る。これによって立場の違いによる視点の違い， 

マナー・言葉付きの違いを体得させている。 

5.おわりに 

プロジェクト運営の専門家として育成する試 

みははじめたばかりであり，学科として2期の 

卒業生を送り出したばかりである。したがって， 

効果的な教育が行えたか否かを社会に問うこと 

Precommissioning
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Plan

図2 シミユレーション・パス 
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図3 プロジェクトエンジニアリング手法 
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は時期尚早であろう。しかし， 

実践】工学的な基礎に加え，経験的な要素を重 

視して多くの事例を研究課題に取り入 

れ，参加意識の向上と実践的知識の獲 

得 

自律】どのような対象であれ，レファレンス・ 

モデル（外部の事象を理解するための 

基本的視点）を通して，自分が担当し 

ている業務の全体における位置づけ， 

理想とのズレ等を把握するための基礎 

を構築 

我慢】単純な作業であっても，根気良く積み重 

ねて目標を達成すると共にその作業課 

程の中に改善点を発見 

を身に付けた学生は，高度職業人として実社会 

に受け入れられることを確信している。 

90年代初めには，中近東や東南アジアにお 

けるプラント受注ランキングで，上位3社中2

社は日本のエンジニアリング企業が占めていた 

ことは事実である。80から90年代にかけて， 

エンジニアリング企業に在籍し，大学に移った 

者として，やっと当事者としてではなく客観的 

にプロジェクトマネジメントの分析を行えるよ 

うになった。例えば，興味は 

・プロジェクト・エンジニアは，なぜ雑用係 

となるのか？なぜ特定のエンジニアに仕事 

が集中するのか？ーエンジニアのレベルを 

考慮した仕事の配分問題 

・マトリックス組織下の専門部では, なぜ残 

業が多いのか？なぜェンジニアは求めて残 

業するのか？＝断続した作業の効率問題 

・スーパーエンジニアとは？＝マルチプロジ 

エクトにおける効果的要員配置問題 

・経験を積んだエンジニアはなぜ，フレキシ 

ブルか？＝ニエキスパートの認知構造問題 

等に向いている。プロジェクトマネジメント学 

会等にて発表しているので，ご興味のある方は 

筆者まで請求されたい。 

今後，先進工業国において物理的なモノつく 

りは益々困難となり,国際競争力は独自のソフ 

トウエア，コンテンツの勝負となるものと考え 

られる。 プロジェクトマネジメントは，正にソ 

フトウエアであり，コンテンツが重要な産業で 

ある。したがって，過去の事例を理論的に分析 

することで競争優位となる要因を抽出し，プロ 

ジェクトマネジメント世界に対して日本発の独 

自コンセプトを発信していくことを目指したく 

考えている。最後にプロジェクトマネジメント 

の理解を助ける図書を示したので参考とされた 

い0

脚注 

1 Project Management Body of Knowledge

2 ‘り一時的”とはプロジェクトが明確な開始と終了を有することを指し，“独自”とは，同様な成果物またはサ 

ービスとは何らかの形で差異が認められることを指す。 

3 プロジェクトの成立と進行に対して利害関係のある者】顧客， 

4 筆者は社会プロジェクトコースに所属しているため当コースを中心に説明する。 

5 個人研究，グループ討議，クラス討議を繰り返すことで，段階的に多角的な視野と柔軟な思考能力を育成する 

手法 

6 授業構成として，学生はこの実験に先立って演習（1セメスタ）を行い， ミニプラントのPID，組図等の知識 

を習得している。この演習では，情報収集と分析を組織的に行う方法の習得が徹底される。 

参考文献 

(1 Heisler S.I., The Wiley Project Engineering Desk Reference, John Wiley & Sons, New York (1994) 

(2 Loucpoulos P. at al, System Requirements Engineering, McGraw-Hill, New York (1995) 

(3 Ludwig E.E., Applied Project Engineering and Management, Gulf Pub., Houston (1988) 

(4 Shtub A. et al, Project Management, Prentice-Hall, Inc., Englewood Cliffs (1994) 

(5 Smith NJ. ed, Engineering Project Management, Blackwell Science, Oxford (1995) 

(6 梅田富雄，経営システム工学，培風館，東京（1998) 

(7 越島・郎他，見える・見せる新プロジェクト管理コースNo.2 “様々な分野でのプロジェクトの進め方”，工学 

研究社（1999) 

(8）玉置明善編，化学プラント建設便覧，丸善，東京（1972) 

(9）能洋徹，図解国際標準プロジェクトマネジメント，口科技連，東京（1999) 
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研究室紹介 

酒井・小堀研究室 

酒井清孝教授 

小堀 深専任講師 

大学院博士課程 7名 

（助手兼務1名） 

修士課程15名 

学部生12名 

酒井・小堀研究室 ―同 

化学工学は，従来，化学プラントの設引に欠 を応用して，透析膜に新たな機能を付加する研 

かせない学問として化学産業を支えてきまし 究を進めています。「先端生命班」は，刺激応 

た。しかし，この化学工学が，現在では医療を 答性材料を薬物送達システムや細胞培養へ応用 

も支えていることをご存知でしょうか。当研究 する研究を東京女子医科大学と協同でおこなっ 

室では，医療機器や素材，計測技術を化学工学 ています。「引測班」は，医療または医用製湿1

からのアプローチで研究してきました。 開発の現場で求められている計測技術の開発に 

医療の対象は人間，つまり「生体」です。生 取り組んでいます。「えら班」は，生体に学ぶ 

体は精密な制御機能をもったシステムであると 

考えることができます。たとえば，肺はガス交 

換装置，腎臓は漁過装置，というように従来の む人工鯉の研究を展開しています。「シミユレ 

化学工学が対象としてきた装置が組み合わさっ ーション班」 は，近年の情報処理速度の向上を 

て， 1つのシステムになっています。しかも， 背景に，各班の実験による研究と並行して，シ 

生体に異常が起きれば，それを直ちに感知する ミユレーション解析による現象解析，そして性 

センサの役割も備えています。人間の力では， 能予測を目指しています。 

このような精密なシステムをいまだに作り上げ それでは，研究の「今」 をご紹介します。 

ることができません。このことから，当研究室 

は，「生体に学ぶ」ことをモットーに，現在7 人工腎臓の至適設計 

つのグループから構成されています。 透析治療とは，機能不全に陥った生体腎に代 

「透析班」 は，人工腎臓として広く用いられ わって，代謝老廃物の除去，体液・電解質異常 

ている血液透析器の中で起こる現象の解明を目 の調節，酸・塩基平衡異常の是正などを，定期 

指しています。「膜観察班」は透析に大きな役 的に生涯にわたって続けられる治療です。糖尿 

割を果たす透析膜の構造と性能の関係を探って 病や腎炎などから腎不全となり，透析治療を受 

います。「分子インプリント班」 は，特定物質 けている患者さんは，現在口本だけで約22万 

との特異的相互作用をもつ分子インプリント膜 人となり，さらに毎年約1万人のペースで増え 
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続けています。 定することに成功二ました。現在，膜構造の解 

透析器には，中空糸膜とよばれる内径約200 明にプラスして，透析液中有害物質の除去機構 
タrnの非常に細いマカロニ状の半透膜が用い やタンパク質の付着機構の研究を進めていま 

られています。中空糸膜はその特殊な形状によ す。 

り，従来の平膜測定方法で評価することが難し 医用材料の開発 

いため，独自の新しい測定方法を開発してきま MIP (molecularly imprinted polymer）は， 
した。現在は，これらの測定方法を応用し，タ 抗体のような特異結合性を持った合成高分子で 

ンパク質付着による透析膜の透過性能の低下， す。特異結合の対象となる鋳型物質の存在下で, 

リン酸イオンの膜電位に依存した透過メカニズ 鋳型物質に対して配位するモノマーと架橋性モ 

ム，生体にとって有用物質であるアルブミン漏 ノマーを共重合させることによって合成され， 

出などの現象について，その機構解明をおこな 抗体に比べ簡単かつ安価に生産することができ 

っています。 ます。また，物理的・化学的安定性が高いとい 

う利点も備えています。 

赤血球 go ミン 
す品冒口口唇ロロ 

図1 血液透析 

ブドウ糖 

十ロ 

透析膜には様々なタイプのものが使用されて 

いますが，その使い分けは経験的，実験的な方 

法に頼っているのが現状です。製品開発の現場 

でも試行錯誤的な開発法から，欲しい性能の透 

析膜を設計していく開発法への転換が求められ 

ます。そのためには，透析膜の細孔構造を幾何 

学モデルで把握することによって，膜の構造か 

ら性能を予測する手法の確立が不可欠です。均 

質膜について，これまで迷宮細孔モデルを提案 

してきました。近年，透過方向に膜構造が異な 

る非対称な構造をもつ膜が多く使用されるよう 

になり，こうした透析膜にも対応できる，新し 

い溶質透過モデルの構築が課題です。それに先 

立ち，透析膜が有する細孔の形状や大きさを知 

ることは，透析膜の構造を工学的に評価する上 

で必要不可欠です。近年，原子間力顕微鏡を用 

いて，水中における透析膜の正確な細孔径を測 

図2 非対称構造をもつ血液透析膜の表面形状 

（原子間力顕微鏡像】SPM9500-J3, SHIMADZU) 

MIPをグラフトした透析膜は，鋳型物質存 

在ドで溶質の拡散透過速度を変化させる現象 

「ゲート効果」を示すことがわかっています。 

このような膜は，溶液組成に応じて溶質拡散 

透過速度を自己調節することができるため，新 

しい機能性材料として幅広い分野への応用が期 

待できます。このゲート効果を利用して，ター 

ゲット物質の存在に応じて拡散透過速度を自動 

制御できる薬物送達用のカプセルや，化学セン 

サー用プローブなど，医療デバイス用材料の開 

発を目指しています。 

医療の場で使える透過速度自動制御膜にゲー 

ト効果を至適設計するには，ゲート効果の機構 

解明が不可欠です。MIP膜が鋳型物質と特異 

的に反応するとき，配位性モノマーに由来する 
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p需蕩り房象う
v v MPグラフト膜 

’ ーへ 

鋳型物質 ＼ 

MIPグラフト膜 

（鋳型物質なし） 

讐p讐
図3 MlPをグラフトした膜のゲート効果 

東京女子医科大学先端生命医科学研究所との 

協同研究グループでは，刺激応答性材料を利用 

した医用材料をつくっています。 

刺激応答性材料とは,「身の回りの環境変化 

（温度・電場・pHなどの変化）に呼応して, 

その性質・構造を変化させる材料」です。現在 

は，温度応答性を有するポリ（Nーイソプロピ 

ルアクリルアミド）(PIPAAm ）という化学物 

質に注目しています。このPIPAAm は，冷水 

には溶けやすく，温水には溶けずに沈殿する性 

質を有しています。これまで，PIPAAm を利用 

した様々なメディカルデバイスを提案してきま 

した。その一例がPIPAAm を利用した薬物送 

達システム（Drug Delivery System,DDS）の 

研究です。 

三次元的に架橋したPIPAAm ゲルに薬物を 

内包することによって，温度刺激に応じて薬物 

放出をON-OFF制御できる，「温度応答性イン 

テリジェントゲル」 を実現しました。現在，高 

分子ミセルというナノオーダーの粒子に抗ガン 

剤を内包させ，病変部位のみに送達する研究を 

行っています。 

さらに，最近の研究で，PIPAAm 分子を固体 

表面に共有結合で固定すると，この表面Lで温 

度変化に応答した水和・脱水和変化が起こり， 

その結果大きな親水性・疎水性変化を示すこと 

を見出しました。この表面を分離用媒体に利用 

することによって，生体物質を水のみで分離で 

きるクロマトグラフィーを開発しました。また， 

この表面を組織培養皿に応用した，新しい細胞 

シート作製法や細胞シートの回収法を研究中で 

す。これら細胞のシートを重ね合わせることに 

よって，3次元組織を組み立てる「細胞シート 

工学」 という新しいコンセプトを発表していま 

す。 

申 ▼ ▼ ▼ 計測技術の開発 

図3 MIPをグラフトした膜のゲート効果 計測技術の開発は，医学的分野において直接 

役立つだけでなく，それによって新しい技術を 

生み出すきっかけとなります。当研究室では， 

官能基の存在が鍵となります。そこで現在， 現在，免疫系や活性酸素の測定技術の開発に取 

官能基の密度と鋳型物質の結合量の関係や鋳型 り組んでいます。 

物質との結合によるMIP薄膜の構造変化，重 生体は，細菌やウィルスなどの外敵に対する 

合条件がゲート効果に与える影響などを探る研 防御機能として，抗原・抗体反応を利用した免 

究に取り組んでいます。 疫系を備えています。抗体の抗原への反応特異 

性を活かし，測定対象をターゲッティングする 

東京女子医科大学先端生命医科学研究所との 手法が物質計測に広く用いられています。当研 

協同研究グループでは，刺激応答性材料を利用 究室では，この反応特異性を光強度測定法に応 

した医用材料をつくっています。 用しています。フルオレセインイソチオシアネ 
刺激応答性材料とは,「身の回りの環境変化 ート（FITC）と呼ばれる蛍光物質を検出試薬 

（温度・電場・pHなどの変化）に呼応して, に標識し，励起光を照射，その時の蛍光強度を 

その性質・構造を変化させる材料」です。現在 検出することで，ターゲットの濃度を測定する 
は，温度応答性を有するポリ（Nーイソプロピ 方法を開発しています。ターゲットとしてヒト 
ルアクリルアミド）(PIPAAm ）という化学物 免疫グロブリンG (IgG)，検出にはIgGと擬似 
質に注目しています。このPIPAAm は，冷水 バイオアフィニティ反応することが知られてい 

には溶けやすく，温水には溶けずに沈殿する性 るFITCプロテインAを用いています。この方 
質を有しています。これまで，PIPAAm を利用 法では,抗原・抗体複合体になったときに 
した様々なメディカルデバイスを提案してきま FITC周辺の疎水性が高まり,蛍光ェネルギー 
した。その一例がPIPAAm を利用した薬物送 が増大するため，IgG濃度に応じて蛍光強度が 
達システム（Drug Delivery System, DDS）の 増加します。 

活性酸素は，様々な病気や疾患の原因として 

注目されています。何かの拍子に生体内での活 

性酸素産生・消去のバランスが崩れると， 

DNA損傷や殺菌力の低下が起こります。これ 

らの現象の解明，活性酸素の毒性とその対処法 

を知るためには，生体局部での活性酸素の濃度 

を知り，制御することが役立つと考えています。 

現在，活性酸素の1つであるスーパーオキシド 

に注月して，その測定法の開発に取り組んでい 

ます。活性酸素は反応性が極めて高く，寿命が 
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蛍光強度増加 

図4 抗原・抗体反応を利用した濃度測定 

短いために，計測は非常に難しいとされていま 

す。スーパーオキシドの消去酵素であるスー 

パーオキシドジスムターゼ（SOD）を電極表 

面に固定化し，SODの還元型から酸化型への 

電子の移動を電流値として測定する，簡便な 

スーパーオキシドの定量法の開発を目指してい 

ます。 

Y還元J SOD ' 
．ーノ 、ー、I§弁ル升リくnfl

図 5 活性酸素濃度の測定法 

人エえらの開発 

近年，スキューバダイビングなどのマリンス 

ポーツが盛んになり，水中呼吸器であるアクア 

ラング（水中肺）が多用されるようになりまし 

た。しかし，水中での活動時間はボンべからの 

酸素供給時間に制約されるという大きな欠点が 

あります。水中に溶けている酸素を気相中に取 

り込むことができるような水中肺が開発されれ 

ば，ヒトは長時間の潜水，陸上と同様の自由な 

活動が可能になります。この魚の鯉のように， 

水中に溶存している酸素を，連続的かつ効率的 

に取りこむ装置を人上えらと呼んでいます。 

当研究室では，ガスキャリア液循環型人工え 

らを開発しています。2基のガス交換モジュー 

ルと酸素溶解度の高いガスキャリア液を用い， 

モジュール①で海水中の酸素をガスキャリア液 

へ吸収させ，モジュール②でガスキャリア液中 

の酸素を呼気へ放散させます。ガスキャリア液 

の酸素親和力を温度で制御し，水相から気相へ 

の酸素移動を促進させます。 

このシステムは，スキューバダイビングだけ 

でなく，海底空間，海底工場，水中エンジンな 

どにおいて，海水から酸素を供給する目的にお 

海水 

モジューノ区D モジュール② 

ー‘：麟 
エ、r” 「蕩弱 
刀日1血 

与餌ャリア液 
呼気ガス 

図6 ガスキャリア液循環型人工えら 

いても有用であり，工業的にも注目を集めてい 

ます。この人工鯉により，海底開発が促進され， 

地上での生活を海底という特殊環境の中に持ち 

込むことも可能になるかもしれません。 

コンピュータシミュレーション 

「実験では得ることが困難なデータを短時 

間・低コストで求める」ことを大きな目標とし 

て，透析器，人工肺，鯉，生体肺，膜，麻酔を 

対象としたシミユレーション解析をおこなって 

います。 

透析器を対象とした研究では，透析器を流れ 

る血液と透析液の圧力や溶存物質の濃度分布 

を，人工肺を対象とした研究では，人工肺の圧 

力損失と酸素移動速度を評価しています。性能 

を高精度に評価できる解析手法を確立したの 

ち，理想的な透析器と人工肺を設計することを 

目指しています。鯉と生体肺を対象とした研究 

では，生体の仕組みが理想的なガス交換装置と 

なっているに違いないと考え，その実証を試み 

ています。膜を対象とした研究では，膜を介す 

る物質移動の機構を解明しようとしています。 

麻酔を対象とした研究では，体内の麻酔薬分布 

を評価し，臨床あるいは教育用の麻酔ソフトを 

開発しています。 

酒井・小堀研究室では，このように医療用機 

器を出発点として，多様な研究を展開していま 

す。今後も新しい素材，技術を提案していきた 

いと考えています。 （文責】Ml渡部とも子） 
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職場だより 

主な沿革 

はじめに 1912年 

1920年 

応用化学会員の皆様，各方面に渡り元気でご 1955年 

活躍のことと存じます。今回，荏原製作所の紹 1956年 

介する機会をいただきました。荏原製作所は産 1965年 

業機械のポンプ，送風機および水処理装置が社 1984年 

会的に知られていると思いますが，環境分野の 1987年 

プラント建設及び半導体分野にも積極的に事業 

を広げています。 1990年 

1994年 

2．会社概要 2000年 

写真1 羽田本社 

当社は1912年（大正元年）ポンプメーカと セスの研究開発に精励されて 

して出発しました。その後，各種の風水力機械 

はもとより,冷凍機，水処理装置，排ガス処理 4 風水力事業部 

装置，焼却施設に進出し，長年にわたって培っ 

てきたハード技術やプロセス・ノウハウを活か 風水力事業では,ポンプ， 

して総合的なエンジニアリング事業を展開する 冷凍機といった，生活や産業 

と共に，半導体製造用の機器・装置の製造を手 機器や関連設備を長年にわ7
がけるようになりました。 す。歴史ある羽田工場では遠 

「水と空気と環境の分野で，優れた技術と最 の大型ポンプ，水車等を製作 

良のサービスを提供することにより，広く社会 工場では汎用ポンプと冷凍機 

に貢献する」を企業理念としています。 を即納品体制で製造していま 
荏原製作所は2002年3月末現在資本金338億 は遠心コンプレッサ・蒸気タ 

円，従業員数4829名，売上高3963億円です。 た高速回転機械，1990年かl
組織は管理本部，営業本部，風水力事業本部， 生産品目に加え，気体機械の 

環境ェンジニアリング事業本部，冷熱事業本部， りました。 

新ェネルギー事業本部，精密・電子事業本部か 

らなっております。また，関係会社として39 5．環境エンジニアリング 
社があります。 

荏原製作所 

力のくち式機械事務所創業 

株式会社荏原製作所設立 

羽田工場が全面再開 

荏原インフィルコ株式会社設立 

藤沢工場新設 

株式会社荏原総合研究所設立 

藤沢工場内に第一精密機械上場を新 

設
 環境事業本部新設 

荏原インフィルコ株式会社と合併 

サービス・メンテ子会社関係了・会社 

を荏原ェンジニオアリングサービス 

（株）に統合 

3.早稲田応用化学出身者 

事業展開とともに化学系出身者の必要性が高 

まり，現在18名が各事業分野で活躍しています。 

また，現早稲田大学応用化学科の平沢泉教授 

は1978~ 1989年に合併前の荏原インフィルコ 

（株）に在籍され，荏原総合研究所で水処理プロ 

セスの研究開発に精励されておりました。 

風水力事業では,ポンプ，送風機，圧縮機， 

冷凍機といった，生活や産業の基盤となる各種 

機器や関連設備を長年にわたり提供していま 

す。歴史ある羽田工場では遠心式や軸流式など 

の大型ポンプ，水車等を製作しています。藤沢 

工場では汎用ポンプと冷凍機の多機種少量生産 

を即納品体制で製造しています。袖ケ浦工場で 

は遠心コンプレッサ・蒸気タービンを中心とし 

た高速回転機械，1990年からガスタービンを 

生産品目に加え，気体機械の総合生産工場とな 

りました。 

環境ェンジニアリング事業本部のある品川事 
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務所は品川駅港南口より徒歩5 分のところで ています。 

す。都市ごみと産業廃棄物処理施設建設を扱う 一方，水処理関係は上水・工業用水道関連装 

部門と水処理を扱う部門があります。前者は流 置， ド水道終末処理施設，水族館施設，中水道 

動床式ガス化溶融施設，流動床式焼却施設，ス 処理施設，廃棄物処分場浸出水処理施設，し尿 

トーカ式焼却施設，プラズマ式灰溶融炉，キル 処理施設（汚泥再生処理センター）,純水装置 

ンストーカ式焼却施設，都市ごみ固形化燃料 等の製品群があります。 

(RDF）施設などを建設しています。 中川創太は水処理における，難分解性COD

今日焼却施設に求められることは，ダイオキ 処理技術の開発を行っており，島村和彰は下 

シン類の排出削減，焼却灰や飛灰の固体排出物 水・排水関係のプロセス開発を藤沢の（株）荏 

の低減，高温高圧廃熱ボイラによる発電効率の 原総合研究所で行っています。 

アップです。おおむね13ので以上の高温で灰を 谷目紳は品川事業所で重金属類や有機塩素系 

溶融してスラグ化し減容化と同時に重金属類の 等で汚染された土壌の修復の技術開発を担当し 

安定化を行い，またダイオキシン類を高温分解 ています。来年1月に汚染土壌対策法が施行さ 

する，溶融固化法がわが国では新設都市ごみ焼 れることで市場が大きく広がると期待していま 

却施設の標準的処理方法になっています。当社 す。 

の溶融固化技術としては次のものがあります。 横田則夫は袖ケ浦薬品工場で環境関連薬品の 

①流動床式ガス化溶融施設】ごみを約600でに 販売に係る技術支援，薬品改良，薬品用途開発 

保たれた流動床ガス化炉で部分燃焼させ，得 を行っています。旬なものとしては焼却施設関 

られた可燃ガスやチャーを後段の旋回溶融炉 連のダイオキシン類吸着剤，ダイオキシン類分 

でおおむね1300で以上で高温燃焼するとと 解剤，飛灰重金属安定化剤等があります。 

もに，灰分を直接溶融するシステム。 

②プラズマトーチ式灰溶融炉】焼却施設の発電 

で得られた電気ェネルギーでプラズマのフレ 

ーム約6000でを発生させ，焼却施設から発生 

した焼却灰，飛灰を溶融固化する装置です。 

得られたスラグはダイオキシン類もなく，重 

金属類の溶出もなく，かつ砂とほぼ同等の物理 

性状を有することから，コンクリート骨材やア 

スファルト用骨材の土木建築資材として有効利 

用の実用段階を迎えています。 

また，焼却による熱ェネルギー回収に替わっ 

てケミカルリサイクルとして廃プラスチックを 写真2 （株）荏原総合研究所 
加圧2段ガスシステムでガス改質を行い，H2, 

COのアンモニア合成用ガスを製造するプロジェ a 新工ネルギー事業 

クトを宇部興産と共同で行っています。 

高橋孝一は廃棄物処理施設の計画業務を行っ クリーンエネルギーとして注日を集める風力 

ています。雨宮洋一は関係会社で主に焼却施設 

や排水処理施設などの維持管理を行う荏原ェン 発電などのシステム化を行うェネルギー事業を 

ジニアリングサービス（株）の財務・管理を統 立ち上げ，環境・ェネルギー・資源循環の複合 

括する取締役です。金子充良は焼却施設のダイ 化ビジネスを展開しています。 

オキシン類削減対策や，灰の重金属類安定化の 

技術担当です。山元健は現在東京都足立清掃工 した荏原バラード（株）の取締役技術部長です。 

場向けプラズマトーチ式灰溶融炉（能力65tノ カナダのBallard 社の燃料電池を使用した定置 

日×2炉で荏原にとって最大規模）のプロセス 式燃料電池発電システムの開発，開発品の実証 

設計を行っています。大田英史は都市ごみの固 試験および事業化の計画をおこなっています。 

形化燃料（RDF）製造施設の実施設計を行っ 

写真2 （株）荏原総合研究所 
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藤沢事業所にあります。精密・電子事業では， 

主としてクローズドな環境のなかで高度に集積 

化した半導体を製造するための「超高真空」 

「ウルトラクリーン」 といった技術を通してミ 

クロの「環境」 に挑んでいます。この部門の技 

術領域は半導体製造技術の進歩とともに大きな 

広がりを見せ，それぞれに日進月歩の革新が行 

われています。 

製品としては真空機器として消費電力省力型 

のドライ真空ポンプ，ターボ分子ポンプがあり 

ます。半導体産業用装置・機器としては半導体 

製造時に発生する排ガスを安全に除去する装置 

の排ガス処理装置，21世紀の次世代半導体デ 

バイスを実現できるウェーハ研磨装置のCPM

(Chemical Mechanical Planarization)装置， 

写真3 精密藤沢工場 

三浦信二は羽田事業所の原子力事業統括に所 ECD装置（銅配線メッキ装置），バンプめっき 

属し，原子力プラントの定検，復水脱塩装置の 装置，オゾン水製造装置（クリーンオゾン水を 

設計を行っています。 連続供給する装置，などがあります。 

矢後夏之助は執行役員で精密電子事業本部副 

7．精密・電子事業 本部長兼企画管理統括です。 

篠原豊司は半導体工場の排ガス処理装置の設 

藤沢事業所にあります。精密・電子事業では， 副開発を行っています。鈴木庸子は半導体製造 

主としてクローズドな環境のなかで高度に集積 クリーンルーム用クリーン化技術開発を行って 

化した半導体を製造するための「超高真空」 います。小寺章は半導体製造装置（特にウェッ 
「ウルトラクリーン」 といった技術を通してミ トプロセスのCMP・エッチング関係）の開発 

クロの「環境」 に挑んでいます。この部門の技 支援を行っています。堀江拓生は精密・企画部 

術領域は半導体製造技術の進歩とともに大きな で主に研究開発の管理業務を行っています。 

8．本社組織 

鈴木利直は本社企画部で経営企画業務全般の 

業務を行っています。 

郡山El出人は新人研修中です。 

最後になりましたが，本文が（株）荏原製作 

所に興味のある方に多少でも参考になれば幸い 

です。 

応用化学科出身者 

氏名 入社 出身研究室 現所属 

高橋 孝一 S47 豊倉研 環境エンジニアリング事業本部 

三根 孝‘ S47 加藤研 荏原バラード卿取締役 

雨宮 洋一 S48 加藤研 額エンジニ1'リングサーど礁輪住 

＊金子 充良 S49 豊倉研 環境エンジニアリング事業本部 

谷口 紳 S50 酒井研 環境エンジニアリング事業本部 

横田 則夫 S51 加藤研 環境エンジニアリング事業本部 

矢後夏之助 S52 豊倉研 鵬電停林調本謙新韻 

山元 健 S61 豊倉研 環境エンジニアリング事業本部 

三浦 信二 H5 豊倉・平沢研 新エネルギー事業本部 

＊筆者 

（昭和49年応用化学科卒・ 

新制24回） 

S49年化工機部入社 

氏名 人社 出身研究室 現所属 

中川 創太 H6 豊倉・平沢研 環境エンジニアリング事業本部 

太出 英史 H6 豊倉,平沢研 環境エンジニアリング事業本部 

鈴木 庸子 H7 酒井研 精密・電子事業本部 

篠原 豊司 H9 豊倉・平沢研 精密・電子事業本部 

島村 和彰 H9 豊倉・平沢研 環境エンジニアリング事業本部 

鈴木 利直 Hil 平沢研 管理本部 経営企画室 

堀江 拓生 H13 平沢研 精密・電子事業本部 

小寺 章 H13 逢坂・本間研 荏原総合研究所 

郡山日出人 H14 平沢研 新人研修中 
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宇佐美昭次先生最終講義・記念会の報告 
木野邦器 

応用生物化学研究室の同窓会「TOHBI 会」を 宇佐美先生の早稲田での想い出は，本会報誌 

中心に，教室と連携のもと，「宇佐美先生記念会」 No.66号に「随想 早稲田での生活を振り返る」 

を昨秋発足させ， 」連の記念事業を企画し，門 で紹介され，また記念事業の一環として発刊さ 

下生や関係者一同にご案内致してきました。第 れた宇佐美先生自著「早稲田とともに わが人 

一回発起人幹事会のあった9月11日の晩に，米 生」（宇佐美先生記念会編集・発行）には最終 

国同時多発テロの衝撃的なニュースが飛び込ん 講義で話された内容も盛り込まれています。 

できたのは，大変印象深く残っています。 

2月1日に大学主催の最終講義「早稲田とと 3月9日タ刻，リーガロイヤルホテル早稲田 

もに わが人生」が，竜田邦明主任教授の座長 

のもと，57 号館201教室で開催されました。 して記念パーティーを開催しました。400名を 

宇佐美先生は，早稲田高等学院入学以来, 50 超える大勢の皆様にご参集頂きました。 

年余りを早稲田で過ごしてこられました。ご自 長谷川栄一記念会実行委員（日陽ェンジニア 

身の生い立ちや学生時代の思い出に加え，研究 リング（株））の名司会のもと，亀井邦明記念 

者・教育者として，さらには4期8年にわたる 会実行副委員長（大日本印刷常務取締役）の開 

理工学部長や大学幹部としての考え方や実施さ 会挨拶にはじまり，奥島孝康早稲田大学総長， 

れてこられた多くの事柄を，それにまつわるさ 小林膿次郎（株）コーセー会長ら来賓の方々か 

まざまな思い出とともに，一つーつを確認する らの祝辞につづき，弓本聖志記念会実行委員 

ように，また時には面白おかしく紹介されまし （エースパッケージ社長）の乾杯で歓談に移り 

た。もともとお話のうまい宇佐美先生ですが， ました。 

多くの写真を取り込んだPowerPoint を使われ 先生への謝恩の輪，門 ト生や関係者の旧交を 

ていたこともあり，とてもわかりやすく，400 温める懇談など，誠に盛大で，終始活気に溢れ 

人教室を埋め尽くした多くの聴衆はいつの間に た和やかな雰囲気の記念会となりました。台湾 

か先生のお話に魅了されていました。 からは，門下生である張文雄氏（国立雲林科技 

人との出逢いを大切にされ，人との関わりに 大学）と醜打玲氏（陽明医科大学）が駆けつけ 

も細やかな気遣いをされる宇佐美先生を慕う人 て下さり，挨拶をされました。 

は数知れません。最終講義には，門下生だけで また，先生と親交のあった慶応大学出身の物 

なく多くの教職員の方々も出席されていました。 理学者でパリ在住の画家・鎮目守治氏より祝辞 

また壇上には，先生を慕う女性職員 一同から贈 を頂き，あわせて早稲田大学を描いた絵が贈呈 

られた立派な花がひときわ輝いていました。 されました。 

宇佐美先生理工学部卒論時代 

早稲田大学教授（理工学部応用化学科） 
最終講義をされる宇佐美先生 
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記念会事業に対し，皆様よりの多大なご賛同 ところで，現在では世間一般に使われている 

を得ることができましたので，それをもとに， “応用生物化学’’なる用語は，宇佐美先生が若 

宇佐美先生より応用化学教室への寄付，学部・ き研究者時代に提案されたもので（雑誌「化学」 

大学院学生の奨学基金への寄付がなされました。 （化学同人 1969)「新しい化学 応用生物化 

また，先生には川崎勝弘記念会実行委員（キ 学」）,応用生物化学研究室の部門名称もその頃 

リンビバレッジ専務取締役）より記念晶が贈呈 

されました。記念品のーつとして，本会報誌の 宇佐美先生は，遺伝子工学や酵素利用上学な 

表紙絵を描いてドさっている薮野健画伯（早稲 どのニューバイオ梨明期に，新しい技術をいち 

田芸術学校教授）のオリジナル水彩画2点が贈 早く取り込んで応用生物化学研究を展開されま 

呈されました（1点は応用化学会報No.66号の した。早稲田におけるバイオ研究のパイオニア 

表紙を飾っています）。 として，数多くの研究成果を挙げられ，一方で 

最後に宇佐美先生よりご挨拶を頂き，先生の 多くの人材を育成してこられました。最終講義 

益々のご健勝とご活躍をお祈りして，花東贈呈, や記念会などの記念事業を通して，先生の偉業 

校歌斉唱，謡曲高砂の千秋楽で締めくくり，盛 の大きさにあらためて感銘を受けた次第です。 

会のうちに終了しました。 

先生は現在，早稲田大学名誉教授，また理工 

学総合研究センター顧問研究員として，おもに 今回企画の記念事業へ賜りました皆様方のご 

微生物・酵素利用工学の研究進展と若手研究者 協力とお力添えに，心から深くお礼申し上げま 

の育成にご尽力されております。 す。 

奥島孝康早稲田大学総長の祝辞 

贈呈されたスケッチ絵 

（薮野健画伯） 

響襲盤‘~ 

宇佐美昭次先生記念会 

き電．う可 

門下生と一緒に 

エールを受ける先生とお嬢様 
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宇佐美昭次先生1931年8月27日生 

【学歴】 

1951.3 早稲田大学附属高等学院卒 

1955.3 早稲田大学第ーザ里工学部応用化学 

科卒 

1957.3 早稲田大学大学院工学研究科修上 

課程修了 

1960.3 （同上）博士課程満期退学 

1961.3 （同上）博士学位取得 

【学内経歴】 

1960.5.1 早稲田大学第・理工学部助手 

1963.4,1 （同L）専任講師 

1965.4.1 （同ヒ）助教授 

197L4.1 理工学部教授 

2002.3.31 定年退職 

法人関係 

●（助コスメトロジー研究振興財団理事（1985A

)
早稲田大学第・理工学部助手 ●（助東ソー奨学会顧問（1985.4~ 1999.3) 

（同L）専任講師 ●（！ゆ岩城留学生奨学会評議員・選考委員 

（同Fi）助教授 

理工学部教授 ●（助実吉奨学会評議員・研究助成選考委員 

定年退職 

●（助ゼネラル石油研究奨励財団理事・選考委 

1960.5.1

1963.4.1

1965.4.1

1971.4.1

2002.3.31

1969.11.21理工学部教務副主任（学生担当） 員（1999.4 -) 

(- 1970.12.17) ●（財）ゼネラル石油奨学会評議員（2000.6 -) 
1976.9.16 理工学部応用化学科主任 ●（助河上記念財団選考委員ロ000.11 -) 

(-- 1980.9.15) ●囲東亜科学技術協力協会教育部会委員 

1980.9.16 大学院理工学研究科教務委員 （1992.9 ~) 

(- 1984.9.15) ●（公）日新製糖奨学育英基金運営委員（1986.4 --) 
1984.9.16 理工学部教務主任（教務担当） 学会関係 

(-- 1985.1.1司 ●囲H本工学教育協会理事・＊評議員 

1988.9.16 理工学部教務主任（教務担当） (1992.9~ 1996.5* 1998.10~ 2000.7) 

(~1990.9.15) ●囲関東工学教育協会理事（1992.9~ 2000.7) 

1992.9.16 理工学部長（~2000.9.1司 ●囲日本生物工学会評議員 

1988.2.23 商議員（~ 1990.5.31) (1993.6~ 1995.5,1999.6 -S--) 

1992.9.16 評議員（~2000.9.15) ●舶日本工学アカデミー理事（1994.5 - 1997.5) 

●（助バイオインダストリー協会評議員 

【学外経歴】 （1988.4 ~1998.3，前醗酵工業協会1976.9 よ 

省庁関係 り継続） 

●産業技術ネットワーク構想策定委員会委員 ●酵素工学会評議員（1983.1~) 

長(1993.9~ 1994.10) 

●産業技術審議会委員（1994.11 S- 1996.11) 【受賞】 

●産業構造審議会・産業技術審議会合同会議 （D日本化学会進歩賞（1964年度・第13回）】 

委員（同ヒ） 「クエン酸発酵に関する研究」 

・大学と産業界との技術系産学協力会議構成 （2)醗酵協会賞（1965年度）】「液内培養法によ 

員（1993.12 - 1994.6） るクエン酸発酵」 

●中小企業創造基盤技術研究事業審査委員 （3）狭山市自治功労表彰（1994.11): 「市政の振 

(1996.6 -- 1998.3） 興発展」による 

(1988.4 - 1998.3，前醗酵工業協会1976.9 よ 

り継続） 

●酵素工学会評議員（1983.1~) 
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名古屋大学大学院理学研究科 
野依良治教授 ノーベル化学賞受賞記念講演会 

昨年12月にノーベル化学賞を受けた野依良 

治・名古屋大学大学院教授の受賞記念講演会が 

3 月27 H，本学大隈講堂にて開かれた。当日 

は雨が降りしきる肌寒い天候であったが，講堂 

内は1500人を超える聴衆で，開演前から既に 

熱気に満ちあふれていた。また，本学からも奥 

島孝康総長をはじめとする多数の関係者が出席 

した。講演会は竜田邦明応用化学科主任教授の 

司会にて行われ，受賞歴の紹介の際には野依教 

授の「すごさ」を聴衆一同あらためて感じた。 

登壇された野依教授は会場を鋭い視線で見渡 

すと，ユーモアあふれる語り口で話を始められ 

た。1960年代に若き野依教授のグループが不 

斉シクロプロパン化に成功したものの，当時の 

学界や産業界からは「実用化に乏しい」と考え 

られ，あまり高い評価を受けなかったこと，そ 

して，「役に立つモノ」を創りたいと強く思う 

ようになったことを，つい最近の出来事のよう 

に熱く語られた。 

化学的手法による光学活性化合物のつくり分 

けは，前世紀以来化学における最も困難な課題 

とされてきた。野依教授の不斉分子触媒はそれ 

を初めて可能にし，テルペン類，アミノ酸，抗 

生物質，ビタミン，核酸関連物質などの生理活 

性物質の合成に次々と革新をもたらした。その 

不斉分子触媒の合成に何度も失敗し，それでも 

挑戦を続けてこられた話は，まさに「不屈の精 

神」であったと思う。野依教授の偉大な成果も 

「知力」はもちろんのこと，それ以上に人並み 

外れた「気力」によるものであることを強く感 

じた。そして，「化学に命を懸けてきた」 と述 

べられていたのが印象的であった。 

野依教授は冒頭，「若い人にメッセージを残 

すために来た」と切り出したが，講演を通して， 

若い研究者に対する強い期待を感じた。出席し 

た若い研究者の多くは講演後も興奮冷めやらぬ 

といった面持ちであった。 

私自身，気持ちの高ぶりを抑えながら大隈講 

堂を後にし，雨Lがりの道を急ぎ足で実験室に 

戻った。 

（文責】D2 近内 健） 

講演される野依良治教授 

~ノーべ些讐讐記念にーコ 
名古崖大事大芋院1’学研究科一物質科学‘・ゴか二女ン黒 

野依良治教’ 

注】本記念講演は，日本化学会第81年次大会の本学西早稲田キャ 

ンパスでの開催に合わせ，日本化学会と早稲田大学の共催で 

実現したものです。野依教授は，現日本化学会会長です。 
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応化教室近況 

紫綬褒章受賞 竜田 邦明教授 

竜田邦明先生は，この度，学術，芸術Lの発 

明，改良，創作に関し事績の著しい方に授与さ 

れる紫綬褒章（有機合成化学研究）を受章され 

ました。先生は，一貫して 「有機合成化学を基 

盤とする生理活性物質に関する研究」に従事さ 

れ，天然生理活性物質（天然物）の全合成，構 

造決定，構造一活性相関研究，活性発現機構の 

解明などに取り組み，医薬品，農薬などとして 

実用可能な新規化合物を創製するとともに，そ 

れらの工業的合成法も開発し，斯界において常 

に先駆的な役割を果たしてこられました。すな 

わち,独創的かつ先駆的な方法論を展開して 

70種の有用な天然物（四大抗生物質を含む） 

を全合成し合成法を確立するだけにとどまら 

ず，構造一活性相関研究により活性発現機構を 

明らかにしてきました。しかも，そのうち65
種は世界最初の全合成であります。さらに，実 

用可能な物質の創製と上業的合成法の開発も行 

い産業界の発展にも貢献し，結果として，犬然 

物の全合成に立脚する基礎から応用までを科学 

する総合的な新しい概念「すべては全合成から 

始まる」 を確立し有機合成化学の新領域として 

定着させて，有機合成化学全般の発展に大きく 

貢献されてきました。 

また，先生による70種の天然物の全合成の 

完成は，多種多様な構造をもつ化合物の合成が 

すべて可能であることを例示し有機合成化学の 

無限の可能性を示して，それまでの化学全般の 

事象の正当性も支持しました。さらに，全合成 

により当該天然物の構造の正しさが確証された 

ことから,薬学，生化学などにおいて，それら 

の分子レベルでの議論が初めて可能になりまし 

た。したがって，特に世界最初の全合成の完成 

は計り知れない意義をもち，広くインパクトを 

与えてきました。 

生理活性物質の合成に従事する研究者にとっ 

て，誰もが一度は合成したいと考える四大抗生 

物質群。それは20世紀の科学の象徴的なもの 

であり，人類の健康と福祉に大きく貢献してき 

ました。これらすべての代表物質の全合成は， 

五大陸の最高峰征服にたとえられて評価されて 

おります。「最高峰征服」後も竜田先りの「挑 

戦」は続き，世界がその方向性に注日していま 

す。 

先生のご受章を心よりお祝い申し上げます。 

（文責】D2 近内 健） 
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早稲田大学2001年度大隈記念学術褒賞受賞 平田 彰教授 

「異相系接触操作における移動現象の基礎理論の体系化と応用」 

平田彰先生は，2001年度大隈記念学術褒賞 

を受賞され，昨年10月24日に授与式がとり行 

われました。本賞は，研究上顕著な業績をおさ 

めた教員の中から厳正な審査を経て授与される 

褒賞で，言わば早稲田大学におけるノーベル賞 

に相当するものです。 

平田先生は，異相系接触操作における移動現 

象の微細機構の解明とその応用に関する一連の 

研究を行い，工学全般に共通でかつ重要な基礎 

理論の体系化に極めて多大な貢献を果たされま 

した。500報を超える論文発表は，その量・質 

ともにまさしく当該分野の先駆者と呼ぶにふさ 

わしい輝かしい業績を物語っています。また， 

先生は異相系接触操作における移動現象基礎理 

論を高品質単結晶育成技術の開発，微小重力場 

における移動現象の解明，新しい排水生物処理 

プロセスの開発，生成物分離型バイオプロセス 

の開発などに応用し，時代のニーズに合致した 

極めて社会的価値の高い成果を挙げられまし 

た。以上の業績が今口のわが国の工業発展に大 

きく貢献したことが高く評価され，今回の受賞 

に至りました。先生のご受賞を心よりお祝い申 

しヒげます。 

（文責】応化助教授 常田 聡） 

IEEE Magnetics Society（米国電気電子工学会 磁気工学部門） 

2002年度フェ口ー推挙 逢坂 哲禰教授 

逢坂哲蒲先生は，この度IEEE Magnetics

Society （米国電気電子工学会 磁気工学部門） 

フエローに推挙されましたC これは，めっき法 

による高密度磁気記録システム用薄膜，特に金 

属薄膜型記録媒体および薄膜ヘッドコア用高飽 

和磁束密度薄膜に関する永年に渡る研究の成果 

の,磁気工学分野に対する貢献が評価されたも 

のであります。IEEEはその名の通り電気，電 

f，および通信工学関連の研究者が大多数を占 

めていますが，今回のご推挙は，この分野にお 

ける化学系の研究の重要性が認められたもので 

あり，同分野の研究者にも大いに励みとなるも 

のであります。先生のご推挙を心よりお祝い申 

し上げます。 
（文責：応化助教授 本間 敬之） 
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小野梓記念学術賞受賞 D2 荏原充宏 

化学工学会学生賞受賞 Dl 長瀬健― 

北米膜学会学生賞受賞 Dl 葉山順代 

長瀬 健― 

酒井・小堀研に所属する博士後期課程の学生 

が多くの賞を受賞しました。荏原充宏君は早稲 

田大学小野梓記念学術賞を2002年3月25日付 

けで受賞しました。これは，温度応答性ハイド 

ロゲルの分子デザインとバイオマテリアルへの 

応用に関してその研究成果を表彰されたもので 

す。長瀬健・君は化学工学会第六十七年会にお 

いて全国学生賞を2002年3月28日付けで受賞 

しました。これは，水中の溶存酸素を吸気に取 

り込む人Iiえら装置の研究に関して，そのポス 

ター発表を表彰されたものです。葉山順代君は 

North American Membrane Society (NAMS) 

Meeting においてGraduate Student Paper

Award を 2002年5 刀13 H付けで受賞しまし 

た。これは，透析器で使用される中空糸膜の細 

葉山 順代 

孔を観察する際に，非常に難しいとされる 

AFMでの液中観察を実現したことに対して表 

彰されたものです。これらの受賞は，研究手法 

の新規性や有用性，および発展性が評価された 

ものと思われます。これらの受賞は喜ばしいこ 

とであり，これを良い機会として，なお一層の 

研錯を期待しています。 

また，2002年3月30 Hには，テレビ朝日に 

て，「ダヴィンチの予言～第124回・ドラえも 

んの未来」の中で，当研究室による人工えらの 

紹介を行いました。酒井清孝教授による人工え 

らの仕組みの紹介, また，学生へむけた夢を持 

つことの大切さ等のメッセージなどが放映され 

ました。 

（文責】応化専任講師 小堀 深） 

平成13年度（第51回）日本化学会進歩賞受賞 

r ーオキソ不均化錯体系の多電子過程を利用した新機能物質合成法の確立」 

この度理工総研・講師（専任）として活躍の （文責：名誉教授 士田 英俊） 

小柳津研一君［大学院・応用化学（高分子化学） 

専攻・1995年3 刀（工博）］は，日本化学進歩 

賞を受領しました。化学の基礎や応用に関する 

優秀な研究業績をあげた若手研究者に授与され 

るもので，学位取得以来継続展開してきた多核 

金属錯体を用いる多電子移動系構築と，それを 

空気の吹込みのみで推進できるポリチオフエニ 

レンをはじめとする芳香族ポリマー合成が高く 

評価されたものです。これらの成果は環境保全 

型空気利用化学としても今後の発展が期待され 

ております。誠に喜ばしいことであり，これを 

契機に一‘層の研鐙が期待されています。 「IUPAじwoHd Pロlymer congress 20021Beリ旧に参加して」 flUPAC-Worid Pロlymer Congress 2002-Beリ旧に参加して」 
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学生部会 

新入生オリ工ンテーション 

今年のオリエンテーションは4 月26日，27
日の二日間軽井沢の追分セミナーハウスで実施 

された。今年は例年よりも多い，170名が入学 

し，そのほぼ全員が今回のオリエンテーション 

に参加した。 

さて，当Hの朝学校に来たバスも例年に比べ 

て大型のため四台が正門におさまりきらず，急 

きょ明治通りと正門に二台ずつに分かれるとい 

ういきなりのハプニングで今回のオリエンテー 

ションは幕を開けた。 

そして一番心配されていた天気はというと， 

なんと，晴れ！ここ数年，ずっと雨に悩まされ 

つづけてきた僕たちにとっては，まさに奇跡。 

どうやら強力な雨男，雨女は先輩の中にいたよ 

うだ。気温についても，一週間前の管理人さん 

の話では，「今年は暖かいから，ストーブなん 

ていらないくらいですよ」とのこと。 

だが実際セミナーハウスに着いてみると，ま 

るでーケ月前に逆戻りしたかのよう。都心では 

春欄漫であるのに，追分では寒さが舞い戻って 

きたようである。新入生がガイダンスを受けて 

いる間，僕たちは急いでその後グループミーテ 

応用化学科3年 森松 孝之 

イングが行われる各会場にストーブを設置しな 

ければならなかった。 

さて，毎年恒例のグループミーティングであ 

るが，今年から方法を少し変えてみた。事前に 

新入生にアンケートを取り，それぞれが興味の 

ある研究分野を選択する。それによってグルー 

プが振り分けられ，その研究分野を専門とされ 

ている先生方，助手の方々に話をしていただく， 

というもの。これが1回目。もちろん，グルー 

プによって内容は違うが，学術的な話を聞くこ 

とができ，充実した時間となった。そして2回 

日を新人生と応化委員，院生との交流の場とし 

た。大学生活や裏話などで盛り上がる。新入生 

からの質問として多かったのは，やはり,サー 

クルのこと，レポートのこと，授業のこと。そ 

れから趣味の話題で盛り上がった。何が話され 

ているのか，内容に興味津々の先生もいらっし 

ゃったが，とにかく楽しい夜となった。先生， 

助手，院生から話を聞いたり，新入生の反応を 

見たりすると， 1回目も2回目も，なかなか良 

い雰囲気で行われたようだったので企画した僕 

たち応化委員はホッと胸をなでおろした。 

新入生集合写真 
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ソフトボールに参加する小堀先生 

最後に今回のオリエンテーションを終えて， 

僕の感想を述べたいと思う。昨年も同じように 

セミナーハウスに来てオリエンテーションを行 

ったが，やはり昨年と今年とでは全く違うもの 

であった。それは，今年の2年生の応化委員が 

例年よりも入った時期が遅く，オリエンテーシ 

ョンの準備のために3年生と2年生の関係を深 

めることから始まったからである。しかし何よ 

りも今年は3年生として，また，僕はオリエン 

テーションチーフとして臨んだからであろう。 

では僕はセミナーハウスに来て何をしたかとい 

うと，ほとんど雑用である0 名目上こそチーフ 

ソフトボールに参加する小堀先生 であったが，実際に指示を出して皆をまとめて 

くれたのは委員長だった。この場を借りて,委 

長かった一日も無事（?）に終わり，二日目 員長及び今回のオリエンテーションに協力をし 

のスポーツ大会の朝をほとんど眠ることができ てくれた方々にお礼を言いたい。今年は本当に 

ず，ぼんやりとした気分で迎えた。しかし，そ 素晴らしいオリエンテーションを開くことがで 

んな眠気もすぐに朝のすがすがしい天気にふっ きた。どうもありがとうごさいました。 

とばされた。始めにも述べたが，応化の新入生 

オリエンテーションは例年までことごとく雨に 

悩まされ続けてきたが，今年は晴天に恵まれて 

本当に感無量だった。というのは，雨が降ると 

スポーツ大会は中止になり，そのまま朝食を食 

べて学校へお帰りという悲惨な状況になるので 

ある。 

新入生も早々に朝食をとり，部屋の片付けを 

し，帰る仕度を済ませ，各自がソフトボール， 

サッカー，バスケットボール，テニス，バレー 

ボールを楽しんだ。僕も仕事のことは一時忘れ 

て追分の青空のド眠さもどこへやら，テニスを 

大いに楽しんだ。サッカー命の委員長も新入生 

を率先して思う存分サッカーを楽しんでいたよ 

うだ。小堀先生も新入生と間違えてしまいそう 

なくらい若々しい格好でスポーツ大会を満喫し 

ていらした。新入生が時間を忘れるくらい楽し 

んでいる様子を見ることができて本当に嬉しか 

った。前日の長かった一日が嘘だったかのよう n
にスポーツ大会はあっという間に終わってしま 

った。新入生の中にはお弁当を食べてまたすく” 

にテニスを始める人もいて，さすがにこれには 

僕も驚きを隠せなかった。急いで彼らを呼び寄 

せて，バスに乗り，セミナーハウスを後にし 

た。 

r7
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会員のひろば 

或る戦中派のあゆみ 

遠山俊二郎 

早慶戦に勝っては新宿,負けても新宿, ラグ 

ビーの早明戦然り，戦いすんで日が暮れて気付 

くと新宿に居た。後年この街に勤めることにな 

ろうとは夢にも思はなかった。 

応化に入る前，実は，昭和19年機械科を卒 

業し三菱重工に入社，茨城県の古河工場勤務と 

なった。重工と言っても戦時下のこと，正に兵 

器工場そのものだった。組立工場配属となり， 

魚雷艇のエンジン組立・試運転を担当した。然 

し之も三ケ月程で終り，次いで一風変ったエン 

ジンの組立に移った。これこそ，実は,人間魚 

鷲毒隠jR ,蕊 1S F1 )讐震0
た。人間魚雷とは，自殺兵器であり日本軍の最 の志士，ビハリ・ボース氏を体を張って支援し 

後の悲しい兵器だったと言えよう。昭和19年 た創業社長の相馬愛蔵・黒光夫妻も当時存命で 

末の事だ。然し，この作業も間もなく中止とな 初代・二代・三代目と皆早大卒，初代の友人で 

り，工場に働く男子は次々出征し,私も6 月長 歌人であり書家の会津八一氏も，着流しで時折， 

野の通信隊に入り，8月15日終戦，10月に帰 店にお越しになり，親しくお話を伺う機会もあ 

宅した。戦中派にとって悪夢の数年間だった。 った。 

21年早々，古巣の重工・古河工場に出社した。 入社後の担当は社長スタッフとして主に企 

残材を利用し鍋・釜・農機具等を細々と生産し 画，製造部門を担当した。入社のきっかけとな 

ていた。このまま重工に残るか，新しく出直す った仕事は，米国より輸入した連続製パン設備 

か，出直すとなれば何を・・，医学か化学か建 一式の設置・稼動だった。当時この設備は日本 

築か等考え,化学と決め，昭和21年応化に入 初であり業界の注目を集めた。この設備の稼動 

った。卒論は富井六造先生に付き1年間1対1 により，食パンの量産体制が確立され販売店の 

で親しく御指導頂いた。卒論の発表用紙に新聞 多店舗展開となり売上増の基礎を固めた。 

紙を用い，グラフ，数式等を書込み発表した事， この設備完成後，社長命により菓子・食品・ 

友人数人で味噌の買い出しに行った事等，戦後 レストラン業界視察の世界一周食べ歩きとな 

の物不足時代のあれこれを思い出す。 り，ョーロッパを中心に北欧，南北アメリカと 

就職は将来を見据えプラスチックと決め，日 2 ケ月の一人旅となった。コペンハーゲンのホ 

本ベークライト（現・住友ベークライト）を選 テルで，米国による人類初の月面着陸のテレビ 

び入社出来た。研究所配属となり，よき所長， を見，又，パリーの有名な，味・見晴らし共に 

同僚に恵まれたが3年程経った頃，新宿中村屋 最高のレストラン「トウール・ダルジャン」 

社長（兄の友人）に入社を強く請はれ，決断し （鴨料理店）で，自分が食べた鴨が，その店の 

た。全く畑違いの菓子，食品，レストラン業の 開店以来何羽目の鴨かを記入したメニューのプ 

当時1店舗， 1工場の会社だった。インド独立 レゼントがあり心憎いサービスに感心した事等 

雄 
元（株）中村屋専務，元黒光製菓（株）社長 

（昭和24年応用化学科卒・旧制30回） 

H13. 11月 新宿中村屋にて 

応化同窓会（小生右端） 
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思い出す。 

以上,人間魚雷に始まり，パン及び和洋菓子， 

鰻頭等甘い物造り一筋にひたすら歩み続けたが 

糖尿病にもならず65才を期に自ら退職したa
応化卒の変り種だろうか。 

さて，古希を期に家内と一緒に俳句を始め 

た。 

駄句二つ 

明け易の妻の寝言や婚五十 

いい風だほんといい風秋に入る 

以上 

「、凸Aこ「’敏与敏り、どいこえヲ、こ”“”、ど”、ど”、くえAどンし与、ぐ与、ら、で与、ぐ与、どと？、ぐり、（●、cえ,、ぐ●、●、どり、aAどと,、どb、。，、で，、t，、どと,、どとA‘与、こ，、で，、ら叫、e与、こ，、ぐ，、ぐ，、ぐり、か 

環境保全対応クリーニング技術の開発 

佐藤 一男 

「洗濁や近所の垢でめしを喰い」 

江戸時代，田舎から町へ出稼ぎに来た洗濯女 

を那捻した川柳である。私も応化卒業以来47

年間世の中の衣類の垢落しでめしを喰わしてい 

ただき，この春漸く自らの足を洗うに至った次 

第。 

ところで- 1n..7L にクリーニングと云えば，水か 

ガソリンか最近はパークロルエチレン（発ガン 

性の疑い）やフッ素系溶剤（オゾン層破壊の恐 

れ）等が知られているが,近年この業界も他の 

産業に負けず劣らず環境保全に対応した素材の 

開発が進んでいる。 

この業界には国際組織としてIDC (Internatinal

Drycleaners Congress）があり毎年世界の各地 

でコンベンションが持たれ，経営・マーケテイ 

ング及び技術等についての情報提供交換があり 

国際レベルでの相互啓発が熱心である。 

私もこのコンベンションに度々参加したが 

（写真参照）現在話題になっているドライクリ 

ーニングの原材料について紹介しよう。 

（元）（株）白洋舎取締役 

（前）日本クリーニング生産性協議会専務理事 

（昭和30年応用化学科卒・新制5回） 

IDC大会会場にて（日本の代表） 

前列左端が筆者 

い，毒性が殆どない，被洗物の色落ちがしない， 

初期投資は高いが回収率は良いのでランニング 

コストは低い，KB値が低いので衣類の加工剤 

やプラスチック製付属品を傷めない等である。 

尚シリコーン溶剤の特性は沸点210で，比重 

0.95 (25t)，表面張力l8dyn/cm (25t)，引 

火点76.6でKB値は20である。 
(1）シリコーン系溶剤 

1999年の6月にカナダのトロントで開かれ （2）液体及び超臨界二酸化炭素 
たIDC大会でジョンソングループが発表。現 Co2の固相‘液相・気相の三重点は一56.6で 
在全世界で40社（日本では白洋舎）が採用し 5.2気圧，液相・気相・超臨界相の臨界点は 

ている。 31.2で，73.8気圧である。超臨界領域でのC02
この溶剤の特徴は無臭で揮発し難く作業環が は密度・粘度及び拡散速度は気体に相当し，更 

よい。表面張力が小さく被洗物への浸透性が良 に液体の特性として多くの物質に対して溶解性 
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を持つ。また圧力の増加に伴って超臨界気体の 近グ1

密度は増加し，拡散性が高く溶解度が非常に速 いる。 

くなる。 以 

これらの特性を利用して，既にコーヒーの脱 

カフエインや果汁の抽出，ビールのホップの抽 た。 

出，バターの低コレステロール化, ダイオキシ さー 

ン類の脱塩素化等に実用化されている。 

ドライクリーニングのジャンルではアメリカ 取りi

のヒューズエアクラフト社が環境保全技術開発 

の一連産業としてCo2に着目し1995年にドラ 

イクリーニングの試作機を公開した。 

Co2クリーニングの特徴は，不快臭がない， 

被洗物に大きな衝撃を与えない，熱による損傷 

がない，産業廃棄物が出ない等であるが，高圧 

装置を使用するので安全に対する設備のスペッ 

クが厳しい。 

(3）その他の新しい溶剤 

合成炭化水素系溶剤（引火点64で～96で， 

KB値27 -46）は乾燥時間が短く，表面張力が 

小さく，被洗物へのダメージが少ない。また最 

近グリコールエーテル系の新溶剤も注目されて 

以上クリーニング業界もご多聞に洩れず,公 

害対策に真剣に取り組んでいる実情を紹介し 

た。 

さて，ハッピーリタイヤメントを果たした小 

生，これから何をしようかと思案しているが， 

取りあえず永年裟婆で汚れた自分の心を洗った 

ら，との声を耳にする昨今である。 

，、ら、・，、ら、ぐ，、ぐ！り、c，、り、ら、ら叫、c，、どいどり、・●、・か‘り、ら、ら、ぐ’り、で●、ら、こ●、こ与、ぐ●、ぐ’いこいこかこかこかく●、cか・●、己い・り、ら、こ”、か‘か‘●、どり、でり、り、ぐ”、 

トレッキングの楽しみ 

前川 敏彦 

最近，巾高年のハイキングが流行っている。 

今日も，通勤に使っている小田急線伊勢原駅前 

には，国定公園の大山の登山「］行きのバス停留 

所に列ができている。これから出勤する身には， 

なんとも羨ましい光景である。 

私の山とのつきあいは17年前に始まった。 

同期で入社したY君（彼は阪大出身で，学生時 

代からずっと登山を趣味としてきた）に誘われ， 

北アルプスに6泊7日で行った。富山県の有峰 

口から入り，雲ノ平を経て新穂高温泉へとぬけ 

る経路であったが，初めて登山らしいものに触 

れた私は，すっかりその魅力にとりつかれ，そ 

の後，南アルプス,八ケ岳連峰，谷川岳などに 

出向いてきた。最近まとまった時間が取れない 

のが悩みである。私をこの道に誘ったY君とは 

毎年1回必ず出かけていたが，ここ数年はお互 

富士写真フィルム（株）足柄研究所 主任研究員 

（昭和57年応用化学科卒・新制32回） 
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いの予定が合わず，一緒に出かれられずにいる。 

幸い私の自宅から丹沢が近いので，一人で日帰 

りで出かけて何とか欲求を満たしている。 

山登り，最近はそんな大袈裟なものでなくト 

レッキング程度であるが，その魅力は何か。不 

思議なもので，出かける日の朝は実はそんなに 

心躍る気分ではなく，むしろ歩くのが面倒だな 

との思いさえ頭をよぎる。それが実際に登山口 

に立ち，歩き始めると，普段のやっかいな仕事 

のことはすっかり忘れ，どうやって目の前の道 

を進めようかに没頭している。そして，登頂し 

たときの達成感，頂上から見る素晴らしい景色， 

その場で人れるコーヒーの味わい， リユックに 

詰め込んできたビールの美味さ，同じく登頂し 

た初めて出会う人々との会話と不思議な一体 

感，これが至福の時を与えてくれる。普段の生 

活では得られない時間との遭遇が魅力である 

が，別の見方をすれば短期間の現状逃避でもあ 

る。仕事の内容は年々難しく複雑になってきて 

いる。家庭でも子供の教育など考え出したらき 

りのないことが山のようにある。そんなときふ 

っと気を抜くことが必要になる。現状逃避なの 

で，山に登っても問題が解決するわけではない 

が，気分が変化する。新しい気分で望めば，新 

しいアイデアが出ることもあるようだ。 

登りはじめて20分も経つと汗が流れ出す。 

さらに歩き続けると全身びっしょり汗だらけに 

なる。普段の生活の中でほとんど汗をかくこと 

がないため（冷や汗はタップリかいているが）, 

全身汗だらけは爽快ですらある。いわゆる有酸 

素運動は，汗をかくことの少なくなった私には 

必須のようだ。山に毎日行けるわけでないので， 

通勤でバスに乗っていた区間を歩くことにし 

た。約3 kmを30分かけて歩くと会社に着く頃 

には汗だくになっている。始める前は，「仕事 

の前に体力を使っていたら一日持たない」と思 

っていたが，結果は逆であった。何となく爽快 

感があり，今日も歩いたぞという小さな達成感， 

そう登頂したときのあの感覚に近いものがあっ 

た。おまけに，年々増加していた腹回りも心な 

しか減少方向に転じたようである。あとは，い 

つまで続くかである。 

応用化学科出身の皆さん，汗を流しています 

か？ スポーツをしている人も多いと思います 

が，私のようにほとんど運動らしいことをして 

いない人もいるでしょう。山を町を歩いてみま 

せんか。新しい世界に遭遇できますよ。 

どいぐ”、《’いり、ら、り、ら、こ●、ら、ら、t万し’り、ぐ●、り、り叫、●、り、ら、cり、c，、‘，、‘，、‘，、で，、ら、こ，、こ，、・，、ぐ，、ぐ，、ら、ぐ，、ぐ，、・与、・り、・，、ぐり、・いり、ら、ら、ら、か 

「応化ヘキサーズの昔と今」 

柴田 克亮 

1991年桜も散りはじめた春のことである。 

応用化学科という星のもとに誕生した集団があ 

った。その名も「応化ヘキサーズ」。その名の 

通り，応化に入学したフレッシュな6 人グルー 

プである。最初から6 人揃っていた訳ではなく， 

初めは3つのチームまたは個人で存在していた 

森永製菓（株）品質保証部 
（平成7年応用化学科卒 新制45回） 

が，いつの間にか理工キャンのーベンチに集ま 

るようになった。時を同じくして，それぞれサ 

ークルに所属したが，偶然にも（計画的？）そ 

の内の3 人は同じサークルに入ることとなっ 

た。応化内でこそ有名ではなかったヘキサーズ 

だが，麻雀に相互に参加することで，ヘキサー 
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現在2002年。あれから丸11年が過ぎ，各人 

がそれぞれの人生を送っている。7年も過ぎれ 

ば，新しい家族を有する者もおり，結婚3 年の 

ベテラン，もうすぐ1周年の者，さらには新婚 
の2人と，残すところあと2 人（筆者もその1

人）となった。すでに恒例イベントでなったで 

あろう披露宴の余興における生バンド演奏では 

高い評価を得ているとの声もあり，次回の演奏 

が待ち遠しい（と思うのは筆者だけであろう 

か）。と言うのは，最近めっきり減ったイベン 

トも，その余興の練習を兼ねて集まることがで 

きるので，その意味も含めて楽しみである。そ 

れでも，昨年は夏の軽井沢にテニス，冬のヒ越 

国際にスキーとまた以前のイベントが復活して 

きて，今年も予定しているところである。 

しかしながら，現在では集まる人数がヒ述の 

ように，以前の6 人とは異なるので,幹事は特 

に場所に気を使う。なんせ，北は市原，西は湘 

南まで散在しているためである。あと何年か過 

ぎれば， 一気に倍に増える可能性も秘めている 

ことから，ますます幹事の腕の見せ所ではない 

かと思う次第であり,今後の活躍が期待される 

ところである。 

さて，仕事に関しては，食品会社で品質に携 

わる部門で主に微生物の試験を行っている。入 

真ん中 中央が筆者 下段左が筆者 

ズの名はそれぞれのサークル内で有名となっ 社して4 年半は食品の非破壊分析法（近赤外分 
た。また，その頃は，テニス，スキーと毎年の 光法）の開発などの理化学的分析を行って，次 
ようにイベントを行っては，交流を深め，縛を の1年は食品素材の開発，その後現在に至るま 
堅いものにしていた。4 年生になり，研究室に で微生物の分野に携わっている。何の縁か，学 
も配属されたが，2 人だけ同じ研究室（喜ばし 生時代は，宇佐美／桐村研究室で微生物が作り 
いことに2人とも今回ドクターを取得）で，他 出す酵素の研究をしており，一からの勉強では 
4 人は別々の分野に携わることになった。 

ている。 

現在2002年。あれから丸11年が過ぎ，各人 いつまで続くかヘキサーズのますますの発展 
がそれぞれの人生を送っている。7年も過ぎれ を祈り，近いうちにまた会いましょう。 
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新博士誕生 

論文題目 

生体機能を模倣したバイオセンシングシ 

ステムの開発 

Development of biosensing systems

imitating bio-functions

青 柳 里 果 

平成7年3 月 応用化学科卒業 

平成9年3 月 博士前期課程修了 

平成9年4 月 P&G研究開発本 

部入社 

平成11年4 月 応用化学専攻博士 

後期課程入学 

平成13年4 月 早稲田大学理工学 

部応用化学科助手 

平成14年3 月 博上後期課程修了 

平成14年4 月 成践大学工学部物 

理情報工学科助手 

この度，早稲田大学より博士（工学）の学位を授かり，深い喜びを感じ，心より感謝申しLげます。長年にわたり御指 

導を賜りました酒井清孝教授に深く御礼中し上げます。また本論文を御審査いただいた平田彰教授，平沢泉教授，常田聡 

助教授をはじめ，応用化学科諸先生方，諸先輩方に心より感謝申し上げます。 

本論文は，主として医療技術を高めるために，医療現場で求められる新たなバイオセンシングシステムの開発を目標として進め 

た研究をまとめたものです。また，その過程で発見した原理を活かして，生命科学系の基礎研究や工業的利用に役立つセンサの開 

発も手がけました。医療用に限らずバイオセンシングにおいて多くの場合皇はれるのは，real time, online, in situ，つまり，その瞬間 

にその反応状態をその場で測定することです。そのような要求に応えるものとして，試薬無供給でかつin situな測定を繰り返し行う 

ことが可能な免疫センサーをはじめとして，既存の測定法にはない特徴を持った新しいバイオセンシングシステムを開発しました。 

現在，私は成践大学工学部物理情報工学科の助手として，表面科学という新たな研究分野に取り組んでいます。学位取 

得を機に，これまで応用化学科で培って参りました知識を活用し，新分野の開拓に力を注ぎたいと考えております。これ 

からも皆様のご指導，ご鞭捷を賜りますようお願い申しLげます。 

論文題目 

パラジウム錯体による炭素ー酸素結合切 

断を鍵反応とする新規触媒反応の開発 

Development of Novel Palladium-Catalyzed

Processes Utilizinci Carbon-Oxvqen Bond

qeava9e as a Key Reactlon Step

ー ‘ ー 「， 、 

Cleavage as a Key Reaction Step ~▲~ 
この度，早稲田大学より博士（工学）の学位を授かり，身に余る光栄と深く感謝しております。本研究の遂行にあたり， 

終始懇切なるご指導を賜りました山本明夫教授，清水功雄教授に心より御礼申し上げます。また，本論文のご審査を賜り 

ました竜田邦明教授，化学科多田愈教授をはじめとする応用化学科，化学科の諸先生方に深く感謝申し上げます。また， 

幾多の面で大変お世話になりました諸先輩方，研究室の皆様に厚く御礼中し上げます。 

本論文は，パラジウム錯体によるカルボン酸無水物およびエステル類の炭素一酸素結合切断を伴う酸化的付加反応に関 

する錯体化学的研究と，それを鍵反応として利用する新規触媒反応の開発研究に関してまとめたものであります。近年， 

環境問題への考慮から，環境低負荷型化学結合変換プロセスの開発が望まれています。本研究で見出された反応は，環境 

への負荷の少ない含酸素有機化合物を原料とするだけでなく，原子稼働率にも優れていることから，今後の有機合成にお 

ける実用的単位プロセスとして広く利用されるものと考えています。 

現在，私は富士写真フイルム株式会社で，要素研究に従事しております。今回の学位取得を励みとして，尚一層の研錯 

を積む所存でありますので，今後とも応用化学会の皆様には，ご指導，ご鞭捷を賜りたく宜しくお願い申しIiげます。 

柿 野 竜 輝 

平成10年3 月 応用化学科卒業 

平成11年3 月 博士前期課程修了 

平成14年3 月 工学博士（早稲田 

大学）博士後期課 

程修了 
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論文題目 

Development of UV-Emitting Devices

Using 川-Nitrides Single Crystal

Working at 300 nm Wavelength

Range

皿族窒化物単結晶を用いた300nm帯 

紫外発光デバイスの開発 

木 下 敦 寛 

平成10年3 月 応用化学科卒業 
平成11年3 月 博士前期課程修了 
平成14年3 月 I:学博士（早稲田 

大学）博士後期課 

程修了 

平成14年I 月 株式会社東芝入社 

この度・早稲田大学より博士（ ］学）の学位を授かり，身に余る光栄と深く感謝しております．本論文の作成にあたり， 

終始ご指導していただきました「旧彰教授に心より御礼申し［．げます。また，本論文の審査を賜りました常田聡助教授は 

じめ応用化学科の諸先牛方，東京理科大学青柳克信教授，お潰話になりました諸先輩方，平田・常田研究室及び理化学研 
究所半導体工学研究室の皆様に心から感謝申し上げます。 

本論文は・ 300nm帯における皿族窒化物系紫外発光デバイスの開発に必要な，発光強度の増強，p型結品の作製，貴通転 
位密度の低減，という三つの大きな技術的問題の解決を目指したものです。まず，良好な単結晶の成長が難しかった四ノ亡 

結晶を活性層として用いる技術を開発し，通常と比べて発光の強度を二桁以L増強することに成功しました。また，超格 
子構造を結晶中に導入することで，これまで不可能だった組成のp型結品を作製することに成功しました。さらに，高濃度 

の＆を結品中に導入することで，従来の力法よりも遥かに簡便な貫通転移の低減技術を開発しました。これらの成果がm
族窒化物系をはじめとした半導体デバイスの研究開発に寄与するものであれば幸いです。 

現在・私は株式会社東芝研究開発センターでLSIの基盤技術研究に携わっております。今回の学位取得を研究者の第一歩 

として・新たな職務に刻苫精励する所存であります。今後とも皆様方のご指導・ご鞭捷を賜りますようお願い申しLげます。 

論文題目 

Synthesis of Ordered Silica-Based

Inorganic-Organic Hybrids from

Organosi lanes

有機シラン化合物を用いた秩序構造を 

有するシリ力系無機ー有機ハイブI)ッ 

ドの合成 

下 嶋 敦 

平成7年3 月 応用化学科卒業 
平成9 年3 月 博ト前期課程修了 
半成9年4 月 昭和電L（株）人社 
平成12年1 月 II本学術振興会特 

別研究員(DC ) 
平成14年3 月 Ii学博L（早稲田 

大学）博L後期課 

程修了 

平成14年4 月 目本学術振興会特 

別研究員（PD ) 

この度・ 甲稲田大学より慨上（工学）の学位を授かり，身に余る光栄と深く感謝しております。本研究の遂行にあたり， 

終始懇切なるご指導を賜りました黒田一幸教授に深く感謝いたします。また，本論文のご審査を賜りました逢坂哲蒲教授， 

菅原義之教授をはじめとする応用化学科諸先生方に心より御礼中しI-.げます。また，幾多の面でお世話になりました諸先 

輩方ならびに研究室の皆様に深く感謝致します。 

本論文は，有機シランイヒ合物を出発物質として，ナノメートルスケールの規則構造を有するシリカ系無機有機ハイブリ 

ソドを合成したというものです。長鎖アルキル基を右するオルガノアルコキシシランが加水分解反応により両親媒性分了 

となることに着日し，加水分解・縮重合過程での自己組織化により有機基の配列した層とシリカ層とが交ILに積層した構 

造のハイブリッドが形成されることを見いだしました。さらに出発物質の分了設計や反応条件により構造，形態，物性の 

多様化が可能であることを示しました。これらの研究成果は，独自の視点から無機有機ハイブリソドのナノ構造制御を達 

成したものであり，材料化学に大きく貢献するものと考えております。 

現在・私は黒田教授のもと，日本学術振興会特別研究員(PD）として引き続き研究を続けております。学位取得をィりI
究

者の第‘歩として，青一層の研鐙を積む所存です。今後とも皆様のご指導，ご鞭捷を賜りますようお願い申し上げます。 
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論文題目 

Control of Conformations and

(Chir)optical Properties of

Polysilanes Containing Phenyl

Su bstituents

フエニル置換基を含むポリシランの主 

鎖構造と光物性制御 

中 島 寛 

平成7 年3 月 応用化学科卒業 

平成9 年3 月 博士前期課程修了 
平成9年4 月ト」本電信電話株式 

会社基礎研究所 

（現・物性科学基 

礎研究所）人社 

平成14年3 月 巨学博E（早稲w

大学） 

この度・ 早稲田大学より「士（丁学）の学位を授かり，身に余る光栄と深く感謝しております。本論文の作製にあたり， 

終始懇切なる御指導を賜りました黒田 沖教授に心より御礼申しI げます。また，本論文を審査して頂きました西出宏之 

教授，武田京三郎教授，菅原義之教授をはじめ,応川化学科の諸先生力に深く感謝巾しIげます。さらに，お世話になり 
ました「I本電信電話株式会社物」ゾ瞬＋学基礎研究所の皆様に厚く御礼申しIiげます。 

本論文は，新規な光学活性ポリシランを合成し，その構造・光物性・機能相関を明らかするとともに，外部刺激に応答 

する光学活性ポリシランの設計指針，新規機能材料への発展性を示したものです。また，ポリシランを用いたキラル分子 

認識機能を新たに見出し，従来ポリシランに期待されている光・電子機能の側面に加え，キラルセンサーや光学異性体分 

離カラムなどの高分子機能材料開発にも大きく貢献するものと考えております。 

現在，私は弓は続きII本電信電話株式会引物性科学基礎研究所にて，分子素了を指向した導電性高分子材料に関する研 

究に携わっております0 今回の学位取得を励みとして，より一層の研錐を積む所有でおりますので，今後とも皆様力の御 

指導，御鞭捷を賜りますよう宜しくお願い申しI-げます。 

論文題目 

Analysis of Microbial Community

Structure of Nitrifying Bacteria in

Wastewater Treatment Processes

排水処理プロセスにおける硝化細菌群 

の微生物生態構造解析 

野 田 尚 宏 

平成9年3 月 応用化学科卒業 

平成11年3 月 博士前期課程修了 
半成14年3 刀 工学博士（「,稲田 

大学）博L後期課 

程修了 
平成14年4 月 独之行政法人産業 

技術総合研究所 

特別研究員 

この度，早稲田大学より博k（上学）の学位を授かり，身に余る光栄と深く感謝いたしております。本論文の作成にあたり終 

始御指導していただきました平田彰教授に心から感謝申しLげます。また，本論文の御審査を賜りました平沢泉教授，酒井清孝 

教授，常田聡助教授，国立環境研究所稲森悠平主席研究官に心より御礼を中しLげます。 

本論文はり物学的排水処理プロセスにおいて富栄養化の原因物質のーつである窒素除去を担う硝化細菌を特異的に認識する抗 

硝化細菌モノクローナル抗体を作成し，反応槽内における硝化細菌群の生体構造を解析したものであります。これまで硝イ瞬田菌 

の検出・定量化に使われていたMPN法は結果を得るまでに1 ケ月以Lの時間と膨大な手間を必要としていましたが，本研究で 

取得した抗体を用いた手法では半日程度で結果を得ることができることを明らかにしています。本成果は排水処理プロセスから 

の窒素除去性能の向~ ，安定イヒさらには湖沼，内湾等の富栄養f日坊止による水環境修復に大きく寄与できると考えられます。 

現在，私は独立行政法人産業技術総合研究所生物遺伝f資源研究部門において排水処理プロセス等の複合微生物生態系を標的 

とした新規な遺伝予解析手法の開発に従事しております。今回の学位取得を研究者の帯・歩として鋭意専心，職務に精励する所 

存であります。今後とも皆様力の御指導と御鞭捷を賜りますよう，心からお願い中し「げます。 
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論文題目 

Electrokinetic Characterization of

Bacterial Cells and its Application to

the Biological Wastewater Treatment

Process

細菌細胞の界面動電的キャラクタリゼー 

ションと生物学的排水処理プロセスへ 

の応用 

林 浩 志 

平成9 年3 月 資源工学科（現 環 

境資源工学科）卒業 
平成11年3 月 博士前期課程修了（資 

源及材料工学専攻） 

平成11年4 月 博士後期課程人学 

（応用化学専攻） 
平成13年4 月 口本学術振興会特 

別研究員（DC）兼任 

平成14年3 月 工学博士（早稲田 

大学）博士後期課 

程修了 

平成14年4 月 日本学術振興会特 

別研究員(PD) 

この度，早稲田大学より博士（工学）の学位を授かり，身に余る光栄と深く感謝致します。本研究を遂行するにあたり御指導 

戴きました平田彰教授に心より御礼中し上げます。また，本論文の審査を賜りました常田聡助教授，酒井清孝教授，平沢泉教授， 

環境資源工学科佐々木弘教授，そして貴重な御助言を戴きました応用化学科の諸先生方に深く感謝致します。 

本論文は様々な細菌細胞の界面電気特性をコロイド科学的に明らかにするとともに，界面特性を利用した微生物固定化手法の 

開発を行いました。細菌等の微生物を用いる水処理は今日の中心的な排水処理技術ですが，個々の細胞が文字通り「小さい」 こ 

とに起因する問題（固液分離・特定細菌の付着固定化など）が常に付随します。本研究では細菌を＜バイオコロイド＞と捉え， 

微粒子固有の界面現象を積極的に応用することで，効率的且つ簡便に微生物付着を制御する手法を提案しました。また，水処理 

プロセスへの応用として付着固定化の難しい硝化細菌（アンモニアを硝酸に変換する菌）に注目し，本手法を利用した硝化細菌 

の高密度固定化に成功するとともに，非常に高効率な硝化リアクターを実現しました。 

現在，私は日本学術振興会特別研究員（ID）として引き続き平田・常田研究室にて研究を進めております。複雑多様化する水 

環境問題に対して新規で独創的な技術開発を追求し，持続可能な社会発展の基盤構築の 助となるよう鋭意研鎖を重ねていく所 

存です。今後とも皆様の御指導・御鞭捷を賜りますよう宜しく御願い中し上げます。 

論文題目 

電荷輸送部を有するポリフエニレンビ 

ニレンの合成と電界発光および磁気特性 

Synthesis of Poly(phenylenevinylene) 

s Having Charge Transporting Moiety

and Their Electroluminescent and

Magnetic Properties

夫勇進（Pu, Yong-Jin) 

1996年3 月 

1997年4 月 

1999年3月 

2002年3 月 

2002年4 月 

朝鮮大学校理学部 

化学科卒業 

早稲田大学大学院 

理工学研究科博士 

前期課程入学 

博士前期課程修了 

工学博士（早・稲田 

大学）博士後期課 

程修了 

早稲田大学理工学 

部応用化学科助手 

この度，早稲田大学より博士（工学）の学位を授かり，身に余る光栄と深く感謝しています。本研究を展開するにあたり 

終始懇切なる御指導を賜りました西出宏之教授に心より御礼申し上げます。また，本論文の御審査を賜りました逢坂哲蒲教 

授，武岡真司助教授をはじめとする応用化学科諸先生方に深く御礼申し上げます。研究の遂行にあたり貴重な助言と多大な 

協力を賜りました山形大学城戸淳二助教授に心より感謝申しLげます。 

本論文は， トリフェニルアミンをはじめとする電荷輸送性分子を側鎖または主鎖に導入した新しいポリフエニレンビニレ 

ンを合成し，その有機EL特性，磁気特性を明らかにしたものです。本研究は，有機EL素子において不可欠である固相での 

分子間励起子相互作用の抑制と高い電荷輸送特性という相反する要求を解決したーつの新しい例であり，今後高輝度，高効 
率ELポリマー合成の新たな設計指針を与えるものであると考えられます。また同ーポリマーにおいて，発光特性と磁気特 

性の両方を兼ね備えた初めての例であり，有機スピンエレクトロニクス材料としての応用も期待さオはす。 

現在，私は本学理工学部応用化学科助手として新たに研究・教育を進めております。今回の学位取得を研究者の第一歩とし， 

鋭意専心，職務に精励する所存であります。今後とも皆様方の御指導と御鞭捷を賜りますよう，心から御願い中し上げます。 
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会員だより 

米寿の会も終えて，良くもここまで生き延び 

たものだと思った。既に多くの学友や戦友達に 

去られた今では学会の知己や趣味の仲間などと 

のつながりが一番大切になっている。けれども 

世の中の急速な進歩だけは仲々待っていて呉れ 

ない。いつ迄も若々しくありたいものであるが。 

中岡 敏雄（昭和12年卒・旧17回） 

もう87才を超して年令の力にも敵わず，今 

まで無難に出来たことが段々できなくなり，覚 

えてきたことも忘れることが多くなりました。 

健康保持に頑張るだけです。色々な病気も体験 

しましたが，雨が降らなければ毎日歩くことだ 

け。でも夜の外出はしませんので欠席させて頂 

きますので悪しからず。皆様にはよろしく。 

木下 巌（昭和16年卒・旧22回） 
今や第一線を退いて約25年高齢域でも超が 

付くようになり皆様のお役には立たなくなり病 元気にくらしていますが，外へ出るのがおっ 

院通いに時間をつぶしている次第です。 くうになってきました。 

若い現役の皆様の御健闘を心から祈る次第で 太田 隆治（昭和17年卒・旧23回） 

す。畢問でも早慶戦で勝利を収められん事を切 

望します。 小生妻を亡くして今年5年を迎えますが娘一 
好本 太郎（昭和14年卒・旧19回） 家と2 人の孫と暮らしております。 

御所 秀夫（昭和17年卒・旧23回） 
平成11年応化会報に‘‘喜びの創造’’として 

会員のひろばに投稿しました。それ以来3年に 「忍は大舟 

なりますが，毎日を喜びでカラダー杯で喜んで 難を渡ることができる」 
おります。「日日是好日」です。6年前に早期 故武富先生八十八才の時に頂いた色紙です。 

胃癌で切除しました。その後癌の転位もなく， 「とにかくたどりついたる八号目 

元気で暮しております。 仰ぐ山頂は雲にかくれて」 
超越眼想の那須研究所で夏10日間，正月7 小生のこのごろの心境です。 

日間の研修をもう3年間続けております。86 有賀 元鷹（昭和17年卒・旧23回） 
才になりました。 

小阪直太郎（昭和15年卒・旧20回） 一時の低迷を脱し．早稲田の栄光に漸く復興 

応用化学科の出来た時に生れ当年85才，卒 

業してから60年余り,身体の方は特に病気も 

せずに無事東京と江戸崎とを月一回往復しなが 

ら暮らしております。最近の化学は残念ながら 

さっぱりわかりませんが卒業当時，油の一適は 

血の一適と云はれる程に石油が貴重な時代で村 

井先生に師事して大船燃料廠に就職し，終戦時 

には松根油まで手を延ばし，今から考えると夢 

の様です。 

小場 豊次（昭和16年卒・旧22回） 

今年も四波寿会の幹事役を達井さんと共に引 

受け，9月実施の予定。 

谷村 和一（昭和16年卒・旧22回） 

一時の低迷を脱し，早稲田の栄光に漸く復興 

の兆しが見られご同慶の至りです。COE01-

WAS EDAの一翼を担う応化会のエース 

Chemical Nano Prcccess Groupの地道な 

成果を期待しています。 

犬塚 克巳（昭和18年卒・工7回） 

世界の大気汚染防止に活躍する民間団体が 

International Union of AirPollution Prevention

Associations (IUAPPA）を昭和39年に創設し 

国際会議を3年毎に世界の各地で開催してき 

た。平成13年ソウルで現在40の団体からなる 

IUAPPA の主催する第12回WorldClean Air

Congress が開催された。その期間中30年に亘 

り日本大気汚染防止団体連合会を代表して 

IUAPPA の発展に尽力した功績に対して名誉会 
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員に推薦された。IUAPPA が創設されて以来， 1950年燃料化学卒業以来50年経過はしたが 

日本で始めて世界で5人目になる。 元気に過しております。1980年に北アフリカ 

塩沢 清茂（昭和20年卒・旧26回） のアルジェリア国のサハラ砂漠に建設したプラ 

ントの運転保守の指導に1986年から11年間も 

卒業後56年，毎年同級生合よりクラス会を 勤務してきました。 

開いております。今年度はたまたま総会当日が 村井総長のご指導の砂漠緑化の草炭の件で大 

クラス会で13名程集まります。幹事橘谷兄， 学にも伺っており，地球温暖化対策として緑化 

西山兄，欠席者は殆ど体調不良,年令を感じま に更に対策を進めるべきと思います。 

す。 森 聖揚（昭和25年卒・燃6 回） 

長谷川 宏（昭和21年卒・旧27回） 

昨年春にクラス会開催日を5月16日午後に 

決めておりましたので，残念ですが欠席致しま 

す。 

クラス会参加者12名予定，参加率70.6％歳 

相応に活動致して居ります。出席者（天海,遠 

藤，橘谷，小池，田中，中曽根，長東，長谷川, 

西山，竹内，奈良崎，中島） 

西山 尚男（昭和21年卒・旧27回） 

一昨年から村井先生のあとを引き継いで草炭 

研究会の会長を務めています。中国ウイグル自 

治区での実験を終了し，昨年から蘭州の北の武 

威における無潅水での植林技術の開発に進んで 

います。 

相変らず資金難で端いでおりますので，ご支 

援のほどお願いします。 

藤田 耕平（昭和26年卒・燃7回） 

一昨年 東京杉並より移転し，知り合いも居 

石油業界を数年前引退，故郷にてゴルフ，碁， りませんし，甲府の早稲田会からも特に連絡は 

酒に毎日楽しく過して居ります。 ありません。応化の同期会からも特に連絡あり 

会の発展を祈念して居ります ません。応化の同期会（幹事は上田忠雄氏）も 

青木 良市（昭和22年卒・燃3回） ここしばらく開かれて居りませんので旧友の消 

息も殆んどわかりません。今後共よろしくお願 

理工総研S棟7階4号室にほとんど毎日出て い申し上げます。 

居りますので昼間のご連絡は研究室宛お願いし 宮崎 基和（昭和26年卒・旧32回） 

ます。 

電話03 -5272 --4391 幸い何とか健康に恵まれております。 

FAX03 5272 4396 五・七・五，ゴルフ， ドライブ 老いの春 

e-maiにtakamiya@mn.waseda.acjp 皆様のご健康とご発展を祈ります。 

高宮 信夫（昭和23年卒・燃4 回） 河本 肇（昭和26年卒・新1回） 

村井先生の創められた草炭研究会もおかげで 健康で,歴史ある母校の祝賀会に出席できる 

10周年を迎え，多くの応化の仲間でこつこつ 

と歩んでいます。私も中国へ10数回赴き，今 田に入り7年間，良き師，良き共輩，良き友に 

年も亦出かけます。 まれ皆様のご指導，御交誼を頂き何とか一人前 

戸塚 三郎（昭和23年卒・燃4 回） の仕事が出来たことを，この年令になって一層 

有難く感じております。 

79才を過ぎ，そろそろ隠居の時期です。燃 早稲田の，そして応化の益々発展することを 

化のスコット会も休止に入りました。小健康を 心から祈っております。 

維持して自然を友として平穏に過してきたもの 水野 高光（昭和26年卒・新1回） 

79才を過ぎ，そろそろ隠居の時期です。燃 早稲田の，そして応化の益々発展することを 

化のスコット会も休止に入りました。小健康を 心から祈っております。 

維持して自然を友として平穏に過してきたもの 水野 高光（昭和26年卒・新1回） 

です。 

応化会の発展を祈ります。 現在は完全に仕事を離れ，毎日趣味を拡げる 

白崎 正彦（昭和24年卒・燃5回） 努力をしております。 

羽白 昌平（昭和26年卒・新1回） 
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什12-2 月，突然の交通事故に依り腰を痛め 

治療の効果も遅々として現れず，多少の歩行困 

難のため，外出を控えざるを得ない現状です。 

岡本 敦巳（昭和27年卒・新2回） 

喉と横隔膜の体操（コーラス）と腕と脚の体 

操（ゴルフ）でなんとか頑張っております。 

佐野 和夫（昭和27年卒・新2回） 

1昨年に脳梗塞の発作に襲われましたが，ど 

うやら回復し元気に過しております。 

本田 尚士（昭和26年卒・新2回） 

ばらく軟禁状態に在りますのでご容赦下さい。 

鹿島 源一（昭和29年卒・新4 回） 

古稀を迎えましたがまだフルタイムで元気に 

ビジネスに励んでいます。あいにく都合がつき 

ませんので欠席させて頂きます。 

木村 札（昭和30年卒・新5回） 

早稲田からノーベル賞が出ないか。強かった 

ラグビーが復活しないか。0Bは願っている。 

佐藤 貞止（昭和30年卒・新5回） 

いよいよ古希を迎えることにまりました。幸 

申し訳ありませんが，未だ現役。いそがしさ いにして健康に恵まれ，隠居仕事に精を出して 

がつきまとっています。 おります。年寄りでも役に立つ職場はあるもの 

大塚 孔昭（昭和28卒年・新3回） でリストラ旋風に負けずに頑張っています。老 

後の楽しみにコントラクトブリッジを始めまし 

コニカ脚を退職後，現在は日本大学芸術学部 たがJCBLのインストラクタ である水谷先生 

写真科非常勤講師。 が応用化学科の出身であると伺いビックリしま 

飯高 建士（昭和28年卒・新3 回） した。今も元気でコーチしておられます。 

高野不ニ雄（昭和30年卒・新5回） 

不本意ながら，静かに暮らしています。 

せいぜい週一回の英語のレッスンと早大切手研 

究会の0Bを中心に発足した稲門フイラテリー 

(philately, 切手収集という意味）の助言役く 

らいのものです。 

吉沢 忠一（昭和28年卒・新3回） 

我々28年卒組も齢（ョワイ）70才を過ぎ老 

人の域に達していますが皆で励まし合い, とて 

も70才には見えない若さで頑張っています。 

残念乍ら年々病気になる友がふえているのが気 

になります。小生を含め皆で病いに負けない気 

力を保ち続ける様励まし合い頑張っておりま 

す。 

岡本喜久男（昭和28年卒・新3 回） 

地域に居住する外国籍の人達の自立を支援す 

るNP0法人でボランテイアとして活動してい 

ます。 

荒田 光男（昭和30年卒・新5回） 

週2日ほど講師の仕事をしています。 

井上 繁（昭和31年卒・新6回） 

寄る年には勝てず最近は腰痛に悩まされてい 

ます。残念ながら欠席されています。今後の発 

展を祈念いたしております。 

古川 昭一（昭和31年卒・新6回） 

相変らず杖を頼っての生活に倦いています。 

吉原 弘（昭和31年卒・新6回） 

リタイヤして10余年になりますが毎日何か 

と忙しく，充実した日々を過ごしております。 都合で出席できません。健康にめぐまれ地元 

飯田 栄一（昭和29年卒・新4回） でビル管理の仕事をしております。 

八島 康（昭和31年卒・新6回） 

今までは仕事の関係で出席できない場合が多 

く退職したら奮って参加するつもりでいました 

が，この度は更に会社のトップという大役を仰 

せつかり, またまた会議やらイベントやらで出 

席できなくなりました。申し訳ありませんがし 
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体調不良で困ります。日本の化学界はノーベ 

ル賞の通り，たいしたものだと思って居ります。 

斎藤 和彦（昭和31年卒・新6回） 

まだ，特別顧問（日本化成）として，建材開 

発の支援を元気で行っています。 

丸― 俊男（昭和31年卒・新6回） 

昨年10月末より病気の為入院しており，現 

在も早く治りたいと頑張っております。今回は 

残念ですが欠席させていただきます。 

宮本 隆雄（昭和31年卒・新6回） 

毎日元気に勤務を続けております。勤務先 

（財）日本グラウンドワーク協会。当日は所用 

があり出席出来ませんが盛会を祈ります。 

脇坂 侃（昭和31年卒・新6回） 

ゴルフ，山歩きなど元気に過ごしておりま 

す。 

今回の応化会欠席いたしますが盛会をお祈り 

いたします。 

ニ見 貞三（昭和33年卒・新8回） 

相変わらず2005年度 古紙利用率60％目標 

に向けて，紙リサイクル推進活動を行っており 

ます。皆様も古紙利用製品の使用を増やして下 

さいます様，よろしくお願い致します。 

総会及び応用化学会創立80周年心からお祝 

い申し上げます。 

高柳 晴夫（昭和33年卒・新8回） 

昨年現役を引退して，現在は日本ェクスラン 

工業（株）の技術顧問です。趣味の園芸や謡曲 

を楽しみ西大寺ライオンズクラブで奉仕活動を 

しています。3月に宇佐美先生の退任記念会に 

平成13年6月会社をやめ年金生活を楽しん 出席して久しぶりに応化の皆様にお会いしまし 

でおります。 た。 

大久保 明（昭和31年卒・6回） 小林 裕（昭和34年卒・新9回） 

健康最優先。養生訓。①食べすぎない②運動 

不足にならない③ストレスから解放④身体を冷 

やさない。地域社会に於ける社会福祉法人の後 

援会役員として奉仕中。早朝1時間速歩と朝タ 

の入浴が日課。緑黄野菜と魚介類を中心とした 

食事と好物のビールで健康を維持している。応 

化諸氏のご健勝とご発展を切に祈り併せて応化 

学会創立80周年を心からお祝い申し上げます。 

伊藤 諦（（昭和32年卒・新7回） 

お陰様で元気に年金生活を楽しんでおります。 

丸茂 博（昭和32年卒・新7回） 

記念式典，祝賀会に出席できず残念ですが， 

応用化学科並びに応用化学会の益々の発展をお 

祈り申し上げます。 

小生，非常勤で週2 -3日技術顧問として働 

いています。今年70才になります。 

岡崎 寛一（昭和32年卒・新7回） 

昨年から神奈川県立歴史博物館の解説ボラン 

テイアをはじまました。毎週木曜日には博物館 

で展示品の解説を行うほか，特別展があるとき 

は定時解説を担当し来館者に喜ばれています。 

そして旅行にゴルフに人生を楽しんでおりま 

す。 

吉田 政次（昭和34年卒・新9回） 

G, E社のエンジニアリングプラスチック 

「ノリル」の日本での開発に一緒にとり組んだ 

ジャック，ウエルチ元会長と昨秋30年ぶりに 

再会する機会があったのが最近のトピックで 

す。 

安部 建治（昭和34年卒・新9回） 

年数回，インドネシアに行って合成ゴムの生 

産販売等のお手伝いをしております。 

勝山 泰治（昭和34年卒‘新9回） 

現役を引退して三年半“宇宙膨張論”と“相 

5月はハードスケジュールで予定がつきませ 対性理論”の否定証明に掛かり切りです。成果 

ん。幸い体調がよく特許庁勤務もっづけていま は日本天文学会の総会（春・秋）で報告してい 

す。 ます。今年の春で早くも六回目。 

小津 透（昭和33年卒・新8回） 政治経済と較べれば自然科学は話が早いと思 
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っていましたが想像以上に手間が掛っていま たが想像以上に手間が掛っていま 平成12年に昭和電工（株）を定年退職後， 
7)手段を併用する必要を感じていま 新たに機会を得て途上国技術協力に係わる仕事 

に就き2年目を迎えました。学生時代以来の合 

阿武 靖彦（昭和34年卒・新9回） 唱活動も健在です。 

井上 成之（昭和37年卒・新12回） 

。何か別の手段を併用する必要を感じていま 

0

す

す

 

今年68歳，未だ現役で働いています。 

上崎 俊樹（昭和35年卒・新10回） 57才でゼネラル石油を退社,坑酸化水と特 

殊洗剤の製造販売会社のイサオ興産（有）の社 

中学生，高校生に数学，英語などの指導の傍 長業をやって早いもので5年になりました。不 

らNOP法人藤沢ラグビー蹴球倶楽部で地域ス 況の中，少しずつ販売を伸ばして皆さんに感謝 

ポーツの普及の活動をしています。 する日々です。 

平井 勝（昭禾ロ35年卒・新10回） 高橋 勲（昭和37年卒・新12回） 

1999年会社退任となり，以後中小企業診断 応用化学科創立85周年お目でとうございま 

士が中心設立した会社に参加し、コンサルテイ す。 

ング活動等行っております。 最近仕事で循環型環境技術研究センターにお世 

宮寺 健（昭和35年卒・新10回） 話になっています。 

西 敏史（昭和37年卒・新12回） 

去る3月31日をもって姫路工業大学を定年 

退職しました。無職ですが，いましばらくは姫 

路に留まり，Spring -8での共同研究や課題選 

定委としての仕事は続けていく予定です。 

小谷野猪之助（昭和35年卒・新10回） 

応用化学科創立85周年をお祝い申し上げます。 

小生，会社を設立して4期目に入りました。今 

年は勝負の年にすべく,頑張っています（年甲 

斐も無く）。それには健康が支えになってます。 

（ボケ防止法】仕事・囲碁・友人との情報交換会） 

（健康管理】ウオーキング・ゴルフ・食事） 

水瀬 秀明（昭和36年卒・新11回） 

相変わらず三つの大学の大学院等で講義をし 米田 和生（昭和37年卒・新12回） 

ていますが，これもあと2年弱で終わりです。 

昨年45年以上前の11,000ml の大量輸血で貰っ 来年3月に定年を迎えますため，最後の整理 

たC型慢性肝炎のインターフエロン治療をし に追われております。御盛会を御祈りいたして 

て，治療と観察期間で一年掛かりましたが，現 おります。 

在肝炎ウイルスが検出されず，95％の治癒で 宮崎 哲郎（昭和37年卒・新12回） 

す。ウイルスの遺伝子の形が適合する方にはお 

勧めの治療法です。 完全な年金暮しですが元気にやっています。 

村上 昭彦（昭和36年卒・新11回） 諸星 英夫（昭和37年卒・新12回） 

退職して3年目に入りました。元気にしてい 

ます。いわゆる年金生活者ですが翻訳（英訳） 

を自宅でやっています。プロではないのでボラ 

ンテイに近い仕事です。 

平川 揚ニ（昭和37年卒・新12回） 

宇佐美先生の後継者の木野先生（協和発酵） 

がバイオの世界で早大あり（応化）というような 

雰囲気作り（周囲）を，特にお願いします。 

深津 輝雄（昭和37年卒・新12回） 

会社の方は卒業しましたが，まだ前の仕事の 

お手伝いをしています。 

米田 和生（昭和37年卒・新12回） 

昨年（2001年） 6月に古河電工副社長を退 現在（株）全日本ェンジニアリングという会 

任し以降，特別顧問となる 社，石油プラントを中心としたエンジニアリン 

柴田 隆治（昭和36年卒・新11回） グ会社で仕事をしています。元日揮（株）にい 

た，プロセスとプリジェクトのエンジニアが主 
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体でプラントの改造等のエンジニアリングを行 

なっています。 

王 義雄（昭和38年卒・新13回） 

毎日が日曜日です。 ボランテイヤ，アルバイ 

トスポーツジム通い等それなりに忙しく，充実 

した毎日をおくっています。 

宇佐美先生が退職され，早稲田もだんだんと 

近寄り難くなりました。 

堀内 剛（昭和38年卒・新13回） 

引越しやら，仕事やらいろいろ忙しく申し訳 

ありませんが欠席します。 

サラリーマン生活最後の1年を悔いのないよ 

うにと心して働いております。 

服部 英明（昭和40年卒・新15回） 

本年3月31日付で電気化学工業（株）を定 

年退職いたしました。 

岡崎 陽夫（昭和41年卒・新16回） 

法人化を2年後にひかえ，北大でも盛んな議 

時々,隣町に住む孫の顔を見ながら暮らして 論が行なわれております。会社の方々からみれ 

おります。それにしても昨今の政治腐敗，官僚 ば遅々として進んでいないという印象をもたれ 

の汚職，怠慢，そして民間人にも法を犯し，常 るかも知れませんが，これから知の発信地とし 

識に欠ける者が少なくないことを憂えている人 ての大学を見守って頂きたいと思います。 

間の一人です。戦後50有余年の教育がもたら 長田 義仁（昭和41年卒・新16回） 

したものでしょうか。次世代の後輩に願うとこ 

ろ切なるものがあります。 

高野 敏明（昭和38年卒・新13回） て自動車触媒のテクニカルマーケッテイングを 

担当しております。 

60才で定年で退職し，テニスを楽しんだり 山崎 啓義（昭和41年卒・新16回） 60才で定年で退職し，テニスを楽しんだり 

老母を面倒見したり，結構忙しくしています。 

石原 靖介（昭和39年卒・新14回） 

30数年間勤務した東洋製離（株）を昨年10月 

に退職して，現在技術コンサルタントとして独 

立しました。今後ともよろしくお願いします。 

杉崎 喬（昭和39年卒・新14回） 

平成13年12月31日で定年退職し，現在は関 

係会社（株）ダイヤリサーチマーテックで「石 

油化学産業事情」の調査を始めております。 

戸叶 寛敬（昭和40年卒・新15回） 

私もこの5月には還暦，9月末には定年とい 

う年になってしまいました。早いもので自分の 

ことのように思えませんが，これからも何事に 

も好奇心を持ち心身ともに元気に過したいと思 

っております。 

宮岡 寛（昭和41年卒・新16回） 

平成12年10月東亜合成（株）を早期退職し， 

現在地元の日本環境保全（株）という中小企業 

に勤務しています。 

山形 利彦（昭和41年卒・新16回） 

子供のための異文化交流国際平和教育に係わ （株）ニコンの材料を担当しています。半導 

っています。（社）日本c,I,s,v協会 体を支える力として材料の地位値工上を目指して 

比留間哲生（昭和40年卒・新15回） います。皆様の益々の発展をお祈りします。 

磯部 司郎（昭和42年卒・新17回） 

平成13年5 月末に定年退職しました。週に 

1回会社の知的財産部に出て，特許業務の手伝 

いをしています。 

竹内壮一郎（昭和40年卒・新15回） 

三菱商事テクノス（株）の役員を6 月末で退 

任し，1年間は顧問で残るつもりです。 

桜井 博（昭和40年卒・新15回） 

3年前に日揮から日本ルーセントテクノロジ 

ーに移りました。 

池上 弥（昭和43年卒・新18回） 

（次号にっづく） 
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会務報告 

2002年度第1回新旧合同役員会 
日 時2002年5月16日（木）15 : 00 -16 : 00

会 場 大隈会館 305室 

出席者16名 

議 案1. 2001年度事業報告の件 

1）庶務，2）会計 

2. 2002年度事業計画及び予算案に関する件 

・関西支部は休部状態のため支部費辞退の提案があったが，卒業生の集まりとして関 

心の集める講演会などを開催し活性化して継続して行く。東京本部もそのためのサ 
ポートをする。 

・銀行預金についてペイオフの指摘があり分散化の検討をする。 

3．名誉会員推薦の件 宇佐美昭次名誉教授が推薦された。 

4. 2002, 2003役員改選の件 理事の改選者は次の通り。 

新任一鶴岡洋行氏，津田伸吾氏，倉持 誠氏 

退任一小松原道彦氏，渋谷敬一氏 

以L，審議の結果，承認された。 

2002年度定期総会 
日 時2002年5月16日（木）17 : 00 -17 】 30

会 場大隈会館 201, 202室 

出席者73名 

司 会棚橋純一会長 

議 案1. 2001年度事業報告承認の件 

2 2001年度収支決算報告承認の件 

3 20叩年度事業計画並びに予算案承認の件 

4．名誉会員承認の件 宇佐美昭次名誉教授が名誉会員に承認された。 

5．その他（報告事項） 

・役員の任期満了に伴う2002年，2003年度役員改正 

(2002年，2003年度役員名簿参照） 

・創立（応用化学科85周年，応用化学会80周年）記念式典開催の件 

以上，審議の結果，満場一致で承認可決 

つ山 

。。 

4
' 
に
J
 

会費免除を承認された方

早瀬忠次郎氏，望月惟男氏，池田順二氏，高畑義治氏 計4名 

ご逝去 

中庭 幹雄殿（新3 jirj ) 

矢部 進殿（旧17回） 

栗原 修殿（新4 回） 

平田 和民殿（旧27回） 
渡部 良彦殿（新331Il1) 

高木暢太郎殿（旧8 回） 

平成13年2月lLI
平成13年2 月20 H

平成13年2 月24 Fl

平成13年4 月28 II

平成13年 

平成13年8 月1811

宮武 和海殿（旧19回） 平成13年10月11目 
綿り~ 章殿(I日24 [!:J ) 平成13年10月26日 

小菅 喜一殿 ぐL経1回）平成13年12月 
金谷 謙介殿（旧28回） 平成14年1月ill
大鹿 隆男殿（燃7 III!） 平成14年1月16日 
多田 長定殿（旧27回） 平成14年3月20口 
武田 充男殿（新11回） 平成14年3月4 日 
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収 支 決 算 表 

2001年度 会計報告 

(2001年4 )i 1日～2002年3月31日） 

収 入 支 出 
摘 要 金 額 摘 要 金 額 

前 年 度 繰 越 金 295,077

簿
 

生
査
 

成
 

会
絡
 

会
名
集
学
調
集
支
用
事
雑
繰
 

費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
金
 

報
作
会
部
連
金
部
品
務
 

越
 

2,891,032
正 有志会員会費 6,410,400 0
学 生 会 員 会 費 1,288,500 162,873
寄 付 金 0 121,352
利 息 8,360 0
広 告 代 
雑 収 入 

0
227,303

183,091
0

運営資金取り崩し 0 16,800
3,756,008

4,155
1,094,329

（合 計） 8,229,640 （合 計） 8,229,640

貸 借 対 照 表 (2002年3月31日現在） 

借 ノJ 貸 方 
摘 要 金 額 摘 要 金 額 

現 金 386,307 運 営 資 金 5,970,000
郵 便 振 替 2,449,030 基 金 1,890,000
銀行普通預金（利息） 293,755 名簿刊行積立金 1,050,000
銀 行 普 通 預 金 363,906 前納会費預 り 金 6,445,225
銀 行 定 期 預 金 12,995,536 所 得 税 預 り 金 38,980

次 期 繰 越 金 1,094,329
（合 計） 16,488,534 （合 計） 16,488,534

2002年度予算案 

収 入 支 出 
摘 要 金 額 2001年度実績 摘 要 金 額 2001年度実績 

前年度繰越金 1,094,329 295,077

簿
 

生
査
 

成
 

会
絡
 

会
名
集
学
調
集
支
用
事
雑
繰
 

費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
金
 

報
作
会
部
連
金
部
品
務
 

越
 

3,200,000 2,891,032
正有志会員会費 6,500,000 6,410,400 50,000 0
学 生会員会費 1,200,000 1,288,500 500,000 162,873
寄 付 金 0 0 200,000 121,352
利 息 10,000 8,360 0 0
広 告 代 
雑 収 入 

0
195,671

0
227,303

200,000
150,000

183,091
0

運 営資金取崩 0 0 30,000 16,800
3,800,000 3,756,008

30,000 4,155
840,000 1,094,329

（合 計） 9,000,000 8,229,640 （合 計） 9,000,000 8,229,640
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「三日会」開催について 
（工場見学会と講演会，懇親会） 

応用化学会の正式な事業活動としての「三日会」が運営されて三年がたちました。 

つきましては第六回の「三日会」を11月初旬に開催することになりました。今回は味の素（株）のご 

好意により工場見学と講演会，懇親会を企画することが出来ましたので皆様のご参加をお待ちして 

おります。 

日 時】平成13年11月6 日（水） 13 : 30 -18 : 30

場 所】味の素 川崎工場 

会 費】懇親会費用として3000円 

内 容】1．工場見学 

2．講演会 

3．懇親会 

集合時間と場所 

京浜急行「鈴木町」改札前 

11月6 日（水） 13 :15集合 

交通機関】京浜急行「京急川崎駅」から 

大師線に乗り換え約5分 

「鈴木町」下車 

至横浜 

 JR川崎駅I

I'll''''' 京急川崎駅 

国道15号線 

至東京 

II 111111 IllIllIllIll liii 京急線 

国道409号線 

イトーョーカ堂● 

港町駅 

鈴木町駅 

味の素 
川崎工場 

お問合せ，申込みは早稲田応用化学会石橋まで 

TEL 】03-3203-4141（内線73-5253) F A X 】03-5286-3892

住 所】東京都新宿区大久保3-4-1 早稲田大学理工学部内 早稲田応用化学会事務局 

E-mail : oukakai@mn.waseda.ac.jp

（くくくト“くく《H《《《‘ト‘《《《《・くく‘くく一《くくくやく（く（くーくくくくく一《《く‘（唯く《《唯くく《トくくく《くーくくくく‘Lくくく《や《（（く《・くく（くや‘くく〈く・く《《什《くくく《・くく（くくーくくく《《~嘱く‘く嘩《くくーくく（く《・くくくく《一《く（《や《く（""""‘トくくく（くーくくく《《トくくく（や眠く‘・僚‘くH（くくくトくくくくやくく（くト 

1Iw
応用化学科の母体学会である日本化学会の来年度の年次大会が，今年に弓は続き早稲田大学の西 

早稲田キャンパスで開催されます（3月18日～3月21日）。来年は日本化学会の創立125周年にあた 

り，国内外から多くの要人をお迎えして大々的に記念式典が行なわれる予定です。ノーベル化学賞 

受賞者らによる記念講演も予定されており，開催大学として今年度と同様，応用化学科の教員や学 

生が運営にあたります。 

ご支援賜りますよう宜しくお願い致します。 
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2002 & 2003年度 役員 臣仁 

見 

理事 評議員 評議員 

役 付 

旧ク 
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ク ク 

ク 

ク燃旧燃ク旧燃旧燃旧燃工新ク 

ク 
ク 
ク 
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ク 

ク 
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1
202915

7232221

2

28

43

30

5

31

6

32

7

13

99877665544332211

101111131314141516171819

堀 米 耕 平 
尾 立 維 恒 

京 都 純 義 
鴛 淵 晴 樹 
小 場 豊 次 
種 村 哲 哉 
田 中 甫 
福 士 三 郎 

大 原 定 夫 
手 嶋 精 一 
高 宮 信 夫 
遠山俊 二良B
白 崎 正 彦 
有 田 士 郎 
赤 林 宏 
光 井 武 夫 
藤 田 耕 平 
岡本三郎助 
羽 白 呂 平 
楼 山 安 彦 
古 平 通 雄 

堤 
木 邑 隆 保 
村上義八郎 
橋 本 幸 雄 
村 田 孝 雄 
川 島 利 夫 
佐 藤 ・ 男 
川 上 敵 
原 富 啓 
徳 本 明 俊 
友 田 和 助 
柳 洋 
河 村 
安 部 健 治 
野 元 成 晃 
中 西 克 夫 
松 山 喜 昭 
相 馬 威 宣 
下 井 将 惟 
小 川 宏 
河 野 恭 
占 谷 敦 
遠 藤 茂 昭 
石 井 利 典 
村 岡 猛 
臓 田 正 昭 

新 

ク ク ク ク ク ク ク ク ク ク ク 

ク 

ク ク ク ク ク 

ク 
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ク 

ク ク ク ク ク ク 

2202030392927272626252524232322212121
948474746464544434241414049383737353433333231

小 柳 純 夫 
山 中 悦 二 

内 ［II 洋 
大 井 寛 
松 本 孝 
三 根 孝 一 
米 原 祥 友 
有 山 達 郎 
松 田 文 彦 
藤 沢 一 喜 
秋 元 秀 司 
長谷川 清 
米 田 潤 三 
永 井 博 彦 
久保山宏明 
加 藤 雅 之 
高 橋 豊 彦 
鵜 木 iE 夫 
久 保 昭 
横 山 広 幸 
岡 部 豊 
前 川 敏 彦 
町 野 彰 
柳 沢 恒 夫 
浅 田 敏 明 
小笠原啓 
本 田 淳 
丸山洋 ‘郎 
中 尾 啓 輔 
荻野久 美 了・ 
竹 下 隆 穎 
大 村 仁 志 
中 島 隆 行 
岡 崎 七 重 
柴 田 克 亮 

五十嵐崇訓 
宍戸かお「） 
那 須 育 雅 
佐々 木康文 
田 中 正 樹 
山 懸 伯 彦 

新 教新

ク 

新田
21員2022262

（会長） 
棚 橋 純 一 

（副会長） 
竜 田 邦 明 
長谷川吉弘 
里 見 多 一 

（監事） 
清 水 常 
本 田 尚 士 

役付理事 

新 
新 

新 
新 

新 

17
26

19
29

33

（庶務） 
大 林 秀 仁 
平 沢 泉 

（編集） 
藤 本 瞭 一 
木 野 邦 器 

（会計） 
菅 原 義 之 

理 事（学外） 
新 
" 
" 
" 
" 
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// 
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" 
" 
" 
" 
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10
15
15
17
18
27
31
12
12
18
21
22
12

二 瓶 公 志 
亀 井 邦 明 
坪 井 彦 忠 
三 田 宗 雄 
保 坂 幸 宏 
峰島三千男 
藤 城 光 一 
池 内 晴 彦 
井 上 成 之 

鶴 岡 洋 幸 
倉 持 誠 
津 田 信 吾 

石 橋 障 彦 

理 ~事（学内） 

新
ク
 
ク 
ク 
ク 
ク
教
新
ク
 

8
1
4
1
5
1
9
2
0
2
4

員
3
3
3
4

平 田 彰 
菊 地 英 一 

酒 井 清 孝 
逢 坂 哲 蒲 
西 出 宏 之 
黒 田 一 幸 
清 水 功 雄 
桐村光太郎 
松 方 正 彦 
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編 集 後 記 

今回は，学科創立85周年／応用化学会80周年 

の記念行事特集号となりました。創立以来の応 

用化学科の卒業生・応用化学会の会員も6000名 

を超えるに至っています。共通のベースを持ち， 

80年以上の年代の幅のある多くの会員を有する 

ことは，応化会の何よりの財産であると思いま 

す。 

「会員だより」 ひとつをとっても，大々先輩か 

らの人生の重みを感ずるお便りから，ピッカピ 

カ新入社員のフレッシュなお便りまで，数多く 

寄せられます。これらを友人からの便りのよう 

に身近に感じることができるのは，早稲田の応 

化という同じ学びの場に‘集まり散じ’，自由に 

学び，挑戦する早稲田スピリットを共有するこ 

とから生まれるものでしょう。 

本会報も,学科の近況をお伝えするとともに， 

年代も活躍する場も多岐にわたる会員同志が， 

自由に本音で語り合えるサロンとしての役割を 

担っていけたらと思っております。（斎藤広美） 

今号の表紙絵 

応用生物化学研究室の一風景（65号館307室）: 

狭い中で鋭意研究に励む学生達。酵素や微生物の機能を利用した 

有用物質生産やプロセス開発研究をすすめている。 
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